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は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
教
化
活
動
と
し
て
の
安
全

運
動
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
国
家
に
よ

つ
て
取
り
組
ま
れ
、
資
本
に
よ

っ
て
推
進
さ
れ
た
安
全
運
動
の
構

造
と
展
開
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
家

・
資
本

・
労
働
者
と
い
う
関
係
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
労
働
者
教
化
が
展
開
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
国
家

・
資
本

・
労
働
者
の
関
係
に
家
庭
-

女
性
1

が
ど
の
よ
う
に
位
置

つ
く
か
を
も
検
討
課
題
と
す
る
。

安
全
運
動
は
全
国
の
工
場
鉱
山
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
具
体
的
事

例
と
し
て
近
代
資
本
主
義

の
典
型
で
あ
る
筑
豊
炭
鉱
と
三
池
炭
鉱
を
分
析
対
象
に
し
、

日
本
資
本
主
義
発
達
史
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と

は
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
分
析

方
法
は
、
ま
ず
安
全
運
動
の
展
開
過
程
を
以
下

の
四
つ
に
時
期
区
分
す
る
。
第

一
期
、

安
全
運
動
推
進

の
中
央
機
関
と
し
て
産
業
福
利
協
会
が
設
立
さ
れ
る

一
九
二
五

(大

正

一
四
)
年
か
ら

一
九
二
七

(昭
和
二
)
年
ま

で
を
啓
蒙
期
と
す
る
。
第
二
期
、
全

国
安
全
週
間
が
は
じ
ま
る

一
九
二
八

(昭
和
三
)
年
か
ら

一
九
三

一
(昭
和
六
)
年
ま

で
を
発
展
期
と
す
る
。
第
三
期
、
全
国
産
業
安
全
大
会
が
始
ま

っ
た

一
九
三
二

(昭

和
七
)
年
か
ら

一
九
三
五

(昭
和

一
〇
)
年
ま
で
を
過
渡
期
と
す
る
。
第
四
期
、
産

業
福
利
協
会
が
協
調
会
産
業
福
利
部
に
再
編
さ
れ
る

一
九
三
六

(昭
和

一
一
)
年
か

ら
、
大
日
本
産
業
報
国
会
に
統
合
さ
れ
る

一
九
四
〇

(昭
和

一
五
)
年
ま
で
を
変
質

期
と
す
る
。
次
い
で
、
各
時
期
に
お
け
る
安
全
運
動
の
活
動
内
容
、
雑
誌

『産
業
福

利
』
の
論
説
に
み
る
安
全
運
動
の
性
質

の
変
化
、
安
全
委
員
会

の
組
織
編
成
の
変
遷

な
ど
を
分
析
す
る
。
加
え
て
、
経
営
者
側
の
論
説
か
ら
炭
鉱
資
本

の
安
全
運
動

の
捉

え
方
や
方
法
の
検
討
、
座
談
会
記
録
な
ど
か
ら
労
働
者
側
の
安
全
運
動
の
受
容
に

つ

い
て
も
考
察
す
る
。
ま
た
、
安
全
運
動
は
能
率
増
進
運
動
の

一
環
と
し
て
位
置
つ
く

も
の
で
も
あ
る
た
め
、
先

の
時
期
区
分
に
沿

っ
て
、
安
全
運
動
と

の
関
連
に
お
い
て

「能
率
増
進
」
の
歴
史
的
意
義
も
検
討
す
る
。

安
全
運
動
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
荻
野
喜
弘

「戦
前
期
日
本

の
安
全
運
動
と

炭
鉱
」
が
あ
る
。
安
全
運
動
を

「資
本
自
身
に
よ
る
運
動
」
と
と
ら
え
、
「合
理
化
と

密
接
な
関
連
を
も

っ
て
い
た
」
と
し
、
そ
の
政
策
的
意
義
と
安
全
運
動

の
成
果
と
限

界
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
「国
家
に
よ
る
安
全
運
動
」
も
視
野

一
1
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に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
時
体
制
下
の
安
全

運
動
を
変
質
と
と
ら
え
、
安
全
運
動

の
教
化
活
動
と
し
て
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
能
率
増
進
運
動
に
関
す
る
先
行
研
究

に

つ
い
て
は
、

「科
学
的
管
理
法
も

産
業
合
理
化
も

『
能
率
増
進
』
が
中
心
課
題
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
科
学
的
管
理

法
と
産
業
合
理
化
を
テ
ー

マ
に
し
た
経
営
史
的

・
経
済
史
的

ア
プ

ロ
ー
チ
は
数
多

い
。

し
か
し
本
稿
で
は
、
教
化
活
動
と
し
て
の
安
全
運
動

の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
課
題
と
し
た
上
で
、

「日
本
の
合
理
化
の
特
徴

は
、
そ
れ
が
、

い
わ
ゆ
る
労
働
の

強
度
化
の
た
め
の
伝
送
装
置
創
設
ま
た
は
機
械
更
新
等
の
如
き
直
接
的
な
機
械
化
に

基
く
と
い
う
正
規
な
形
態
を
と
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
組
長
な
ど
の
再
編
成
に
よ
る

衛
備
統
括
の
厳
密
に
基
く
」
と
す
る
日
本
型
合
理
化
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
行
な
う
。

こ
の
日
本
型
合
理
化
に
つ
い
て
は
、
「三
池
炭
礦

に
代
表
さ
れ
る

『
少
数

の
巨
大
資
本

の
経
営
』
で
始
め
て
」
機
械
化
に
よ
る
合
理
化
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ

は

「日
本
合
理
化

一
般
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
あ
く
迄
副
次
的
で
し
か
な
か

っ
た
」
と

い
う
説
や
、
基
幹
産
業
紡
績
業
に
お
い
て

「国
際
水
準
を
ぬ
く
技
術
革
新
に
よ
る
労

働
生
産
性
と
い
う
国
際
競
争
力
を
そ
な
え

つ
つ
あ

っ
た
」
と
し
て

「
ひ
た
す
ら
労
働

強
化
に
帰
結
し
て
い
く

『
日
本
型
合
理
化
』
」
を

批
判
す
る
説
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
で

は
、
能
率
増
進
と
安
全
運
動
を
関
連
さ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
型
合
理

化
に

つ
い
て
再
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
.
国
家
か
ら
資
本

へ
の
安
全
運
動
ー

第

一
期

H
安
全
運
動
の
啓
蒙
期

(
一
九

二
五
～

一
九

二
七
年
)

(
一
)
安
全
運
動
の
前
史

安
全

運
動
の
啓
蒙
普
及
団
体

で
あ
る
産
業
福
利
協
会
が
設
置
さ
れ
た

一
九

二
五

(大
正

一
四
)
年
を
、
第

一
期
の
開
始
期
と
す

る
。
こ
れ
を
も

っ
て
安
全
運
動
が
組

織
的
に
展
開
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
前
史
と
し
て
、
安
全
運
動
の
導
入

期
を
概
観
す
る
。

「此
の
安
全
運
動
或
は
安
全
第

一
運
動
、
セ
ー
フ
チ
ー
フ
ァ
ー

ス
ト
或
は
安
全
競

争
セ
ー
フ
チ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
い
ふ
よ
う
な
こ
と
は
、

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
起

こ

っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
、
」
と
い
う
よ
う
に
、
安
全
運
動
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
始

ま

っ
た
と
さ
れ
る
。
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ト
ス
テ
ー
ト
ス
チ
ー

ル
、

コ
ル
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
と

い
ふ
大
き
な
製
鋼
所
で
以
て
セ
ー
フ
チ
ー
フ
ァ
ー

ス
ト
の
思
想
を
取
り
入
れ
て

一
九

〇
六
年
か
ら
盛
ん
に
安
全
第

一
の
運
動
を
や

っ
て
居
」
り
、
「そ
れ
が
合
衆
国
に
広
く

弘
が
り
、
更
に
又
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
欧
羅
巴
に
渡
り
、

日
本
で
は
内
田
嘉
吉
さ
ん
が

先
年
ア
メ
リ
カ
を
旅
行
せ
ら
れ
ま
し
た
時

に
安
全
運
動
を
ご
覧

に
な
り
ま
し
て
」
、

日
本
に
紹
介
し
た
と
あ
る
。
内
田
嘉
吉
が
ア
メ
リ
カ
旅
行
を
し
た
の
は
、

一
九

一
六

(大
正
五
)
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
運
動
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た

の
は

一
九

一

六
年
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の

一
九

一
六
年
は
工
場
法
施
行
の
年
で
あ
る
。
同
年
、

民
間
で
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
蒲
生
俊
文
が
、
内
田
嘉
吉
と
と
も
に
安
全
第

一
協
会
を
結
成
し
た
。

一
九

一
九

(大
正
八
)
年
に
は
災
害
防
止
展
覧
会

の
開
催
を

計
画
し
、
災
害
防
止
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
話
題
と
な

っ
た
北
米
合

衆
国
セ
ン
ト

・
ル
イ
ス
の
安
全
週
間
運
動
が
契
機
と
な
り
、

一
九

一
九

(大
正
八
)

年
六
月
、
最
初

の
安
全
週
間
が
行
な
わ
れ
た
。
「東
京
市
及
び
隣
接
町
村
を
区
域
と

し
」
た

の
だ
が
、
安
全
第

一
協
会

の
事
業
が

「米

国

の
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
セ
ー

フ

テ
ィ
i

・
カ
ウ
ン
シ
ル
と
同
様
安
全
の
凡
て
の
方
面
を
包
含
し
て
」
い
た
の
で
東
京

鉄
道
局
も
参
加
し
、
そ
の
区
域
は
高
崎
駅
に
ま
で
及
ん
だ
。
「東
京
市
内
は
全
く
ポ

ス

タ
ー
を
以
て
埋
め
、
安
全

マ
ー
ク
侃
用
者
は
街
に
あ
ふ
れ
た
」
と
あ
る
。
こ
の
と
き

使
用
さ
れ
た
マ
ー
ク
、
緑
十
字
は
そ
の
後
も
使
用
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
時

「。。9融
蔓

コ
『。。こ

を
如
何
な
る
標
語
に
し
よ
う
か
苦
心
し
た
が
、
「安
全
第

一2一



=

と
直
訳
し
て
、
こ
れ
も
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
ま
た
同
年
、
内
務
省
に
よ

っ
て

工
場
懇
話
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

一
九
二

一

(大
正

一
〇
)
年
三
月
に
は
、
東
京

工
場
懇
話
会
所
属
の
工
場
に
お
い

て
、
安
全
デ
ー
が
行
な
わ
れ
た
。
「
工
場
内
に
於
け

る
危
害
を
予
防
し
衛
生
を
保
持
す

る
為
に
安
全
日
を
定
期
的
に
実
行
し
工
場
内
部
各
人

の
注
意
を
喚
起
し
且

つ
適
当

の

処
置
を
と
る
事
」
を
目
的
と
し
、
三
月
二
二
日
よ

り
三
日
間
の
日
程
が
組
ま
れ
て
い

る
。
「実
行
方
法
」
は
、

「イ
、
安
全
目
の
趣
旨
を

一
般
に
周
知
せ
し
む
る
為
に
講
話
会
を
開
催
し
又
は
印
刷
物
を

配
布
す
る
こ
と

ロ
、
当
日
は
安
全
心
得
書
を
記
入
し
た
る
『
ポ
ス
タ
ー
』
の
類
を
各
人
の
注
目
を
惹
く
様

各
工
場
内
に
掲
示
す
る
事
…
(中
略
)
…

へ
、
消
防
衛
生
、
保
安
等
の
諸
設
備
及
び
機
械
器
具
の
完
否
検
査
の
事
…
(中
略
)…

ヌ
、
安
全
委
員
会
な
き
処
に
て
は
安
全
委
員
会
を
組
織
し
安
全
デ
i
実
行
の
任
に
当
ら

し
む
る
事
…
(後
略
)
…
」

等
、
十

一
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
後
の
全
国
安
全
週
間
の
モ
デ

ル
的
内
容
で
あ

る
。以

上
、
安
全
運
動
は
ア
メ
リ
カ
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー

フ
ァ
ー
ス
ト
を
範
と
し
て
、

一

九

一
六
年
の
工
場
法
施
行
や

一
九

一
九
年
の
工
場
懇
話
会
設
置
な
ど
を
画
期
と
し
て

導
入

・
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
内
務
省
が
労
働
者
保
護
と
労
資
協
調

を
目
的
に
、

こ
の
安
全
運
動
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

△(

が 一 じ

重21!,産
立 一 業
さ 五 福
れ(利

窺 歪 壕
そ 一 の
の 胆 設
目 立
的 年
は 一

旦

内
務
省
社
会
局
に
よ
つ

{

産
業
福
利
協

「産
業
福
利
協
会
は
産
業
災
害
の
予
防
、
労
働
衛
生
の
改
善
其
の
他
福
利
施
設
の
指
導
奨
励

を
為
し

一
方
労
働
法
規
の
円
満
な
る
施
行
を
助
く
る
と
共
に
兼
ね
て
全
国
各
地
に
於
け
る

工
場
懇
話
会
、
工
場
衛
生
会
等
の
同
種
団
体
の
中
央
機
関
と
し
て
其
の
連
絡
提
携
を
計
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
産
業
福
利
協
会

の
設
立
は
、
工
場
法
の
円
満
な
る
施
行

の
た

め
、
災
害
の
予
防
と
労
働
衛
生
の
改
善
、
福
利
施
設
の
奨
励
を
推
進
す
る
全
国
的
団

体
を
社
会
局
が
設
置
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
設
立
時

の
加
盟
団
体
は

「工
業
懇

話
会

・
工
場
衛
生
会

・
工
業
倶
楽
部

・
石
炭
鉱
業
聯
合
会

・
紡
績
聯
合
会

・
協
調

会
」
で
あ
り
、
そ
の
後

「蚕
糸
同
業
組
合

・
工
場
協
会

・
鑛
工
聯
合
会
」
が
加
入
し

て
い
る
。
経
費
は
こ
れ
ら
団
体

の
負
担
で
あ

っ
た
が
、

一
九
二
七

(昭
和
二
)
年
か

ら
国
庫
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
同
時

に
個
人
会
員

・
賛
助
会
員
の
制
度
を

設
け
る
。
ま
た
役
員
は
当
初
、
社
会
局
の
役
員
の
み
で
あ

っ
た
が
、

一
九
二
九

(昭

和
四
)
年
の
財
団
法
人
化
に
よ

っ
て
、
財
界
出
身
者
が
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
主
な

事
業
は
、
月
刊
雑
誌

『
産
業
福
利
』
の
発
行
、
講
習
会

の
開
催
、
そ
し
て

一
九
二
八

(昭
和
三
)
年
か
ら
本
格
化
し
た
全
国
安
全
週
間
の
実
施
な
ど
が
あ
る
。
講
習
会
に

関
し
て
は
、
第

一
回

一
九
二
六

(大
正

一
五
)
年
が
東
京
、
第
二
回

一
九
二
七

(昭

和
二
)
年
大
阪
、
第
三
回
同
年
福
岡
、
第
四
回

一
九
二
八

(昭
和
三
)
年
兵
庫
で
開

催
さ
れ
た
。
第
三
回
福
岡
の

「災
害
予
防
労
働
衛
生
講
習
会
」
に
お
い
て
は
、
十
月

一
八
日
か
ら
二
四
日
ま
で
の
七
日
間
を
福
岡
県
公
会
堂
で
産
業
福
利
協
会
主
催
の
下
、

開
催
さ
れ
て
い
る
。
講
習
課
目
と
講
師
は
表

1
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
講
習
会
の
出
席
者
は
九
州
各
地
の
工
場
鉱
山
か
ら
二
五
〇
余
名
が
参

加
し
て
い
る
。
中
で
も
炭
鉱
に
関
し
て
は
、

「大
辻
炭
礦

炭
坑
長
、
末
次
好
太
郎
」

「三
井
山
野
鑛
業
所
所
長
、
富
田
太
郎
」
「古
河
鉱
業
株
式
会
社
西
部
鉱
業
所
目
尾
炭

坑
安
全
技
術
員

西
川
武
文
」
な
ど
坑
長

・
安
全
技
師

の
管
理
職
が
中
心
で
あ
る
。
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表1第 三回災害予防労働衛生講習会課目と講師

講 師課 目講 師課 目

社会局監督課長 吉坂俊蔵産業福利施設社会局労働部長 河原田稼吉安全と衛生

社会局嘱託 蒲生俊文安全運動大綱社会局事務官 北岡壽逸災害予防法制

社会局技師 井口幸一火災豫防社会局技師 色川三男化学的危害

明治鉱 業K.K.専 務 取締 役

石 渡信 太郎
鉱山変災の予防社会局技師 数江雄二

機械的災害と
予防装置

社会局技師 大西清治職業病、救急施設社会局技師 高木源之助能率増進と工場建築

九大教授医学博士 大平得三労働衛生

〈出典 〉「第 三 回災害 予 防労働 衛=生講習 会 」『産 業福利 』、第二 巻、 第九 号、1927よ り作成

講
師
は
社
会
局
職
員
が
ほ
と
ん

ど
で
、
聴
講
生
は
管
理
職
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
講
習
会

を
通
じ
て
国
家
か
ら
資
本

へ
の

安
全
運
動
が
啓
蒙
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

(三
)
日
本
能
率
研
究
会

の
設

立
日
本
能
率
研
究
会
は

一
九
二

三

(大
正

一
二
)
年
七
月
、
協

調
会
産
業
能
率
研
究
所
を
前
身

に
協
調
会
館
内
に
設
立
さ
れ
た
。

目
的

は
、

「能
率

二
関

ス
ル
研

究
調
査
出
版
及
其
ノ
他
ノ
方
法

二
依
リ
産
業
能
率
ノ
増
進
ヲ
図

ル
為
」
と
し
、
具
体
的
に

コ

能
率
ノ
研
究

二
依
リ
生
産
費

ノ
低
減
、
従
業
者
ノ
福
利
ヲ
図

リ
本
邦
ノ
産
業
ノ
基
礎
ヲ
確
立

ス
ル
ニ
努
ム
ル
事
、
二

産
業

労
働

二
関
ス
ル
理
論
ヲ
研
究

シ

其
ノ
応
用
ヲ
期

ス
ル
事
」
な
ど

理
論
研
究

・
実
施
に
お
よ
ぶ
五

点
を
あ
げ
て
い
る
。
創
立
委
員
に
は
、
産
業
能
率
研
究
所
長
上
野
陽

一
を
は
じ
め
三

七
名
が
連
ね
て
い
る
。
会
費
は
正
会
員
で

「年
額
拾
円
ヲ
年
二
期

二
収
ム
ル
モ
ノ
ト

ス
」
と
あ
る
。
主
な
事
業
は
、
月
刊

『
日
本
能
率
研
究
会

々
報
』
の
頒
布
、
能
率
増

進
の
相
談
や
技
師
の
派
遣
、
政
府

の
諮
問
に
も
応
じ
る
と
あ
る
。
設
立
と
同
時
に
関

東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
事
業
が

一
時
中
断
す
る
が
、
翌

一
九
二
四

(大
正

=
二
)

年

一
月
の

『
能
率
研
究
』
で
は

「謹
デ
復
興
第

一
年
ノ
新
春
ヲ
賀
シ
会
員
各
位
ノ
御

健
勝
ヲ
祈
ル
」
と
題
し
て
趣
意
書
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
一
国
々
運
ノ
進
展
ハ
一
二
産
業
ノ
振
興
二
侯
ツ
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト

ハ
今
更
云
フ
迄
モ
ナ

イ

コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
、
面

(而
力
)
シ
テ
産
業
ノ
振
興

ハ
能
卒

(率
力
)
ノ
増
進
ヲ
図
リ
、

之
ガ
経
営
ヲ
合
理
的
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
依
リ
テ
達
シ
得
ラ
ル
ベ
キ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、

コ
レ
応
テ
ハ
労
資
両
面
ノ
共
益
ヲ
招
キ
、
人
類
全
般
ノ
福
利
ヲ
モ
向
上
ス
ベ
キ
途
デ
ア
ロ

ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
…
」

と
、
国
の
発
展
は
産
業
の
振
興
に
よ
り
、
産
業
の
振
興
は
能
率
増
進
に
よ
り
達
せ
ら

れ
、
そ
の
結
果

「労
資
両
面
の
共
益
」
を
も
た
ら
す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

能
率
増
進

の
内
容
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
三

(大
正

一
二
)
年

一
〇
月
大
阪
市
天

王
寺
公
園
内
勧
業
館
で
行
な
わ
れ
た
能
率
展
覧
会

「第

一
部

工
場
能
率

二
関
ス
ル

研
究
実
績
並

二
参
考
資
料
」
の
出
品
を
み
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「イ
労
務
者
ノ
採
用
試
験
方
法
適
性
検
査
及
其
能
率
上

二
及
ボ
シ
タ
ル
実
例
、
ロ
疲
労
研
究

ト
労
働
時
間
及
休
憩
時
間
、

ハ
栄
養
及
睡
眠
ト
能
率
、
二
能
率
増
進
ノ
立
場
ヨ
リ
実
行
セ

ル
機
械
器
具
及
姿
勢
ノ
改
良
、
其
ノ
寓
真
模
型
又
ハ
実
物
、
ホ
時
間
研
究
運
動
研
究
ガ
齎

シ
タ
ル
能
率
増
進
ノ
実
例
、

へ
作
業
工
程
間
ノ
連
絡
ノ
改
良
、
ト
作
業
上
無
用
ナ
ル
精
神

作
用
ヲ
省
キ
タ
ル
実
例
、
チ
労
働
節
約
機
械
ノ
工
夫
、
リ
工
場
建
築
ト
能
率
、
其
ノ
関
係

ヲ
知
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
爲
真
、
設
備
図
案
、
ヌ
熟
練
ノ
発
達
ト
新
来
労
働
者
ノ
教
習
二
関
ス

ル
研
究
、
ル
作
業
工
程

二
主
系
傍
系
ヲ
知
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
伝
票
系
統
ノ
図
解
、
ヲ
工
場
組

「4一



織

「
覧
、
ワ
福
利
増
進
施
設
、
力
廃
物
処
置
方
法
、
ヨ
照
明
通
風
温
度
湿
度
ノ
調
節
装
置

及
能
率
増
進
上
最
モ
適
当
ト
認
ム
ル
標
準
ノ
研
究
、
タ
災
害
防
止
設
備
及
災
害
統
計
、
レ

能
率
賃
金
支
払
方
法
、
ソ
疾
患
ト
能
率
減
退
ト
ノ
関
係
、
ツ
其
他
諸
外
国

二
於
ケ
ル
工
場

能
率
研
究
ノ
現
状
ヲ
知
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
参
考
資
料
」

適
性
検
査

・
疲
労
研
究

・
栄
養

・
睡
眠

・
時
間
研
究

・
技
術
教
育

・
賃
金
支
払
方
法

な
ど

の
人
的
要
素
か
ら
、
作
業
工
程

・
機
械

・
建
築
設
備

・
福
利
施
設

・
照
明
通
風

な
ど
物
的
要
素
、
加
え
て
災
害
予
防
に
至
る
ま

で
、
実
に
広
汎
な
内
容
を
網
羅
し
て

い
る
。

(四
)
安
全
委
員
会
設
置
の
奨
励

月
刊
雑
誌

『
産
業
福
利
』
に
お
い
て
、
安
全
委

員
会
に
つ
い
て
の
ま
と
ま

っ
た
論

説
は
、

一
九
二
七

(昭
和
二
)
年

二

九
二
八

(昭
和
三
)
年

・
一
九
三
三

(昭
和

八
)
年

・
一
九
三
七

(昭
和

一
二
)
年
の
四
回
に
わ
た

っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ

こ
で
は

一
九
二
七
年

一
月
の
蒲
生
俊
文
訳

「安
全
委
員
会

其

の
三
」
を
第

一
期
に

位
置
つ
く
も

の
と
し
て
検
討
す
る
。
「安
全
委
員
会

其
の
三
」
は
、
米
国
の
全
国
安

全
協
会
が
刊
行
し
た

「安
全
委
員
会
」
を
蒲
生
俊

文
が
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
論

説
中
で
は
、
「五
百
人
以
上

の
従
業
員
あ
る
大
工
場
に
於

い
て
は
工
場
安
全
委
員
会

及
び

一
以
上

の
職

工
安
全
委
員
会
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
、
「二
以
上

の
工

場
を
有
す
る
会
社
は
」
工
場
毎
に
安
全
委
員
会
を
作
り
、
そ
の
上
部
組
織
と
し
て
中

央
安
全
委
員
会
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
「工
場
安
全
委
員
会
は
前
述
の
通
り

の
行
動
の
外
に
中
央
安
全
委
員
会
に
報
告
を
為
し
、
又
中
央
安
全
委
員
会

の
議
決
を

執
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
単
に
安
全
委
員
会
を
設
置
す
る
だ
け
で
な
く
、

中
央
安
全
委
員
会
ー

工
場
安
全
委
員
会
と
い
う
上
意
下
達
の
組
織
化
を
推
奨
し
て

い
る
。
安
全
委
員
会
設
置
の
目
的
は

「安
全
と

い
う
こ
と
は
、
作
業
と
同
様
に
重
要

表2安 全委員会設置数変遷表

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
作
業
員
全
部
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
続

い
て

「災
害
予
防
は
能
率
増
進
と
密
接
の
関
係
に
在
る
、
故
に
多
く
の
安
全
意
見
が

単
に
災
害
予
防

の
み
な
ら
ず
、
状
況
及
方
法
を
改
良
し
、
職
工
の
健
康
を
改
善
し
幸

福
を
増
進
す
る
こ
と
に
よ
り
て
生
産
費
の
減
少
を
来
す
価
値
あ
る
こ
と
は
怪
し
む
に

足
り
な
い
…
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
安
全
運
動
は
①
能
率
増
進
に

つ
な
が

り
、
結
果
的
に
は
生
産
費
減
少
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
と
、
②
災
害
防
止
と
衛
生

改
善
を
は
か
る
事
は
、
同
時
に
労
働
者
の
健
康
と
幸
福
を
増
進
す
る
も

の
で
あ
る
こ

と
を
述

べ
て
、
事
業
主

(資
本
)
に
安
全
委
員
会
設
置
を
啓
蒙
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
第

一
期
は
内
務
省
社
会
局
を
し
て
、
米
国
を
例
と
し
な
が
ら
国
内
に
安
全

合計工場鑛山年

111911

111913

111916

221917

111918

111919

3121920

771921

6511922

9631923

383621924

201821925

524571926

271252191927

431930

561935

413376136合計

〈出典>1927年 まで 『産 業 福利 』S3.6号 よ り引用

1930年 「各鉱 山安全委 員 会 の状況 」『日本鉱 山協 会 資料』S6

1935年 「第 八回 全国安 全 週間 報告 」『日本鉱 山協 会 資料』S11

1927年 ま では全鉱 山、1930年 以降 は石 炭 山のみ の統 計で あ る
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委
員
会
を
設
置

・
普
及
せ
し
め
よ
う
と
い
う
啓

蒙
期
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
因
み

に
表

2
安
全
委
員
会
設
置
数
変
遷
表

は
、

一
九

二
六
年
で
鉱
山
七

ヵ
所
、
工
場
四

五

ヶ
所
の
設
置
数
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
数
字

は
決
し
て
全
国
的
に
普
及
し
て
い
る

と
は
言
え
ず
、
『
産
業
福
利
』
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
論
説
は
意
味
が
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。

(五
)
労
資
協
調
の
安
全
運
動
-

小
括
-

安
全
運
動
が
ど
の
よ
う
な
目
的

・
意
義
を
も

っ
て
内
務
省
社
会
局

つ
ま
り
国
家
が

推
進
し
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
小
括
と
す
る
。

本
稿
時
期
区
分
の
第

一
期
か
ら
第

二
期
の
初

め
に
か
け
て
、
内
務
省
社
会
局
は
し

き
り
に
米
国

・
英
国

の
安
全
運
動
を
紹
介
し
て

い
る
。
「外
国

の
安
全
標
語
に
日
く

『安
全
は
協
力
な
り
』
と
、
上
下

一
致
協
力
す
る
処
に
災
害
予
防
の
實
が
挙
が
る
の

で
あ
る
」
と
、
と
り
わ
け

「安
全
は
協
力
な
り
」
と

い
う
標
語
を
強
調
し
て
、
労
資

協
調
に
力
点
を
お
い
て
い
る
。

こ
の

「安
全
は
協
力
な
り
」
は
第
二
期
の
論
説
に
も

引
用
さ
れ
、
社
会
局
が
い
か
に
労
資
協
調
を
安
全
運
動

の
主
眼
に
し
て
い
た
か
が
う

か
が
え
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
労
働
条
約
締
結
や
労
働
運
動
の
台
頭
を
背
景

に
社
会
局
が
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
だ
経
過
と
結
び

つ
く
。

ま
た
、
蒲
生
俊
文
に
よ
る
安
全
運
動

の
定
義

は
、

「抑
々
安
全
運
動
と
は
災
害
を
予
防
す
る
が
為
に
行
な
は
る
』
処
の
努
力
の
系
統
的
総
体
で

あ
る
。
而
し
て
予
防
し
得
べ
き
災
害
の
原
因
が
物
及
人
よ
り
成
る
以
上
は
之
が
予
防
方
策

と
し
て
…
安
全
装
置
の
設
置
及
保
存
、
設
備
の
改
善
等
に
関
す
る
凡
て
の
継
続
的
努
力
並

び
に
不
安
全
な
る
行
為
を
全
滅
せ
し
む
べ
き

一
切
の
方
策
の
実
行
即
ち
適
材
適
所
の
原
則

の
実
行
及
び
安
全
作
業
と
安
全
生
活
と
の
教
育
に
関
す
る

一
切
の
継
続
的
努
力
を
称
し
て

こ
れ
を
安
全
運
動
.と
言
う
の
で
あ
る
。
」

と
さ
れ
、
要
約
す
る
と
①
安
全
設
備
の
設
置

・
改
善
、
②
適
材
適
所
、
③
安
全
教
育

の
三
点
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
安
全
運
動
は
、
「物
」
(設
備
)
の
問
題
で
あ
り
、

「人
」
(労
働
者
)
の
問
題
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う

「人
」
の

問
題
と
は
適
材
適
所
と
い
う

「人
と
仕
事

の
適
合
」
の
問
題
と
と
ら
え
て
い
る
。

こ

れ
は
事
業
主
が

い
か
に

「人
」
(労
働
者
)
を
適
合
し
た
箇
所
に
配
置
す
る
か
と
い
う

意
味

で
、
能
率
増
進
に
基
づ
く
考
え
で
あ
る
。
『
能
率
研
究
』
創
刊
号
に
お
い
て
も
、

増
田
幸

一
に
よ
る

「適
材
適
所
論
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は

「職
業
選
択

ノ
問
題
、
即
チ
適
材
適
所

ノ
問
題

ハ
産
業
ノ
科
学
的
管
理
ノ

一
項
タ
ル
人
的
要
素
ノ

改
善
ト
密

二
関
係
シ
テ
ヰ

ル
モ
ノ
デ
ア
ル
」
と
し
て

「資
本
家
」
「被
傭
者
」
「社
会

一

般
」
の
三
つ
の
立
場
か
ら
適
材
適
所
の
必
要
性
を
論
じ
て
い
る
。
「資
本
家
」
に
対
し

て
は
、

「
一
定
ノ
人
間
力

ヨ
リ
得
ラ
ル
ル
生
産

ヲ
出
来

ル
丈
多

ク
ス
ル
事
若
ク

ハ
、

一
定
ノ
生
産

二
費
ス
人
間
力
ヲ
出
来

ル
丈
少
ク
ス
ル
事
」
と
説
き
、
「被
傭
…者
」
に
対

し
て
は

「適
材
ノ
配
置

ハ
従
業
者
自
ラ
ガ
作
業

ヨ
リ
蒙
ル
労
苦

ヲ
軽
減

ス
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ズ
、
進

ン
デ

ハ
ソ
ノ
作
業

二
興
味
ヲ
湧
カ
シ
メ
ル
」
と
指
摘
し
、
能
率
増
進
は
決

し
て

「資
本
家

ニ
ノ
ミ
利
益
ヲ
与

フ
ル

『搾
取
』
ノ
好
策
」
で
は
な
く

「大
イ

二
彼
等

(被
傭
者
)
ノ
人
格
及
ビ
利
益
ヲ
保
護

ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
事
ヲ
了
知
ス
ル
デ
ア
ラ
ウ
」

と
労
資
双
方
に
利
益
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
「人
」
の
問
題
を
こ
の
よ
う
に

「適
材
適
所
」ー

事
業
主
に
よ
る
労
働
者

の
配
置
問
題
1

と
把
握
し
て
い
る
点
に

当
該
期
の
特
徴
が
あ
る
。

以
上
よ
り
第

一
期
の
安
全
運
動
は
、
「労
資
協
調
」
を
主
眼
と
し
、
安
全
委
員
会

の

設
置
や

「設
備
の
改
善
」
「適
材
適
所
」
(人
の
配
置
を
意
味
す
る
)
を
具
体
的
方
法
と

し
て
、
国
家
が
資
本
に
む
け
て
安
全
運
動
を
啓
蒙
し
た
時
期
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
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二
.
資
本
か
ら
労
働
者

へ
の
安
全
運
動
-

第

二
期

"
安
全
運
動
の
発
展
期

(
一
九

一
一八
～

一
九
一一=

年
)

第

一
期
の
終
わ
り

一
九
二
七

(昭
和
二
)
年
十
月
に
は
、

一
道
三
府

二

一
県
に
お

い
て
工
場
の
安
全
週
間
が
行
な
わ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
翌
月
の
鉱
山
に
お
け
る

最
初

の
安
全
デ
ー
を
実
施
す
る
契
機
と
な

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

一
九
二
八

(昭
和

三
)
年
か
ら
始
ま
る
全
国
安
全
週
間
の
契
機
と
も
な

っ
た
。
ま
た

一
九
二
七
年
に
は
、

商
工
省
鉱
山
局
に
よ
り
日
本
鉱
山
協
会
が
設
立
さ
れ
、
鉱
山
に
お
け
る
安
全
運
動
が

本
格
的
に
推
進
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
安
全
運
動
が
工
場
中
心
で
あ

っ
た
の
に
加
え

て
、
鉱
山
が
参
加
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
新
た
な
段
階
を
む
か
え
た
と

い
え
よ
う
。
さ

ら
に

一
九
二
八
年
に
は
、
福
岡
県
能
率
協
会
が
設
立
さ
れ
、
炭
鉱
に
お
け
る
能
率
増

進
運
動
も
本
格
化
す
る
。
よ

っ
て
、
第
二
期

の
画
期
を
全
国
安
全
週
間
が
始
ま

っ
た

一
九
二
八
年
と
す
る
。

(
一
)
日
本
鉱
山
協
会

の
設
立
と
全
国
安
全
週
間

の
開
始

日
本
鉱
山
協
会
は
、
「各
鉱
業
団
体

の
熱
心
な
る
発
企
に
依
り
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
」
と
あ
る
。
そ
の
目
的
は

「鉱
山
に
於
け
る
災
害

の
防
止
、
衛
生
状
態

の
改
善
、

拉
能
率

の
増
進
を
図
り
以
て
鉱
業

の
進
歩
発
展

に
資
す
る
を
目
的
と
す
」
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
①
災
害
の
防
止
、
②
衛
生
改
善
、
③
能
率
増
進
が
目
的
で
あ
る
。
社
会
局
に

よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
産
業
福
利
協
会
会
則
に
は
、
能
率
増
進
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

日
本
鉱
山
協
会
の
会
則
は
炭
鉱
資
本

の
意
を
反
映

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
事

業
内
容
は
、

「(
一
)
災
害
の
防
止
及
衛
生
施
設
の
改
善
に
関
す
る
調
査
研
究

(二
)
鉱
業
技
術
の
改
良
其

他
能
率
増
進
に
関
す
る
調
査
研
究

(三
)
併
せ
て
其
結
果
の
獲
表
及
實
施
奨
励

(四
)
病
災

害
防
止
の
宣
傳
及
び

(五
)
表
彰
其
他
の
事
項
を
行
な
う
こ
と
」

で
あ
る
。
加
え
て
背
景
に
は
、
死
傷
者
に
支
払
う
扶
助
料
の
損
害
、
な
か
ん
ず
く
石

炭
山
に
お
け
る
そ
れ
は
全
体
の
九
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
も
の
と
考

え
る
。
こ
れ
は
国
家
に
お
い
て
も
資
本
に
お
い
て
も
労
働
者
に
と

っ
て
も
損
害
で
あ

り
、
こ
と
に
災
害
に
関
す
る
資
本
の
利
益
の
損
失
と
労
働
者
の
苦
痛

・
家
族
の
不
幸

を
考
え
れ
ば

「労
資

の
利
害
相

一
致
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
日
本
鉱
山
協
会
設
立

の
翌

一
九
二
八

(昭
和
三
)
年
か
ら
全
国
安
全
週
間
が

実
施
さ
れ
る
。
「全
国
安
全
週
間
趣
意
書
」
に
よ
る
と
、
前
年
の

一
道
三
府

二

一
県
に

お
け
る
工
場
安
全
週
間
の
効
果
を
全
国
に
波
及
さ
せ
よ
う
と
七
月
、
第

一
回
全
国
安

全
週
間
が
実
施
さ
れ
た
と
あ
る
。
「安
全
の
根
本
要
件
は
協
力
で
あ
り
ま
す
」
と
、
趣

意
書
に
お
い
て
産
業
福
利
協
会
は
労
資
協
調
を
主
張
す
る
。

一
方
、
災
害

・
疾
病
を

防
止
す
る
に
は

「機
械
其
の
他
設
備
を
安
全
化
す
る
事
と
共
に
他
方
に
於

い
て
従
業

員

の
安
全
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
」
と
、
設
備
的
要

因
と
人
的
要
因
に

つ
い
て
述

べ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
い
う
人
的
要
因
は

「適
材
適

所
」
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
労
働
者
の
注
意
力
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
資
本

が
労
働
者

の
配
置
に
留
意
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
災
害
を
防
止
す
る
安
全
運
動
で
は
な

く
、
労
働
者

の
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
災
害
防
止
を
働
き
か
け
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
全
国
安
全
週
間
の
毎
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
も
の
が
表
3
で
あ
る
。

第
二
期

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、

一
九
三

一
(昭
和
六
)
年

「安
全
は
協
力
よ
り
」
に
見

ら
れ
る
よ
う
に

「…

一
致
協
力

の

一
事
で
あ
る
。
労
資
協
和
の

一
事
で
あ
る
。」
と
あ

り
、
こ
こ
で
も
産
業
福
利
協
会
は
労
資
協
調
を
謳

っ
て
い
る
。
安
全
週
間
の
具
体
的

活
動
と
し
て
は
、
第

一
回
全
国
安
全
週
間

の
実
施
例
か
ら

「危
険
防
止
デ
ー
」
「防
火

避
難
デ
ー
」
な
ど
生
産
労
働
の
場
で
の
労
働
者

の
注
意
を
促
し
た
も
の
か
ら
、
「衛
生

デ
ー
」
な
ど
労
働
者

の
生
活
で
の
注
意
を
促
す
も
の
ま
で
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
先
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表3全 国安全週間標語一覧

標語年代標語年代

産業安全、祖国の守護第八 回1935
一致協力して怪我や病気を追払ひませう

第 一 回1928

国の礎、産業安全第九 回1936健康 は身 の為 、家 の 為、 国の為第 二回1929

興せ産業、努めよ安全第十 回1937締 め よ心 を、尽せ よ設備第 三回1930

安全報国、銃後の護り第十 一回1938安全は協力より第 四回1931

興亜の偉業に、輝く安全第十 二回1939国の礎、我等の健康第 五回1932

守れ 安 全、輝 く 日本第十 三回1940国の護りぞ身を守れ第 六回1933

守れ安全、日本の飛躍第 七 回1934

〈出典 〉「彙 報 」『産 業福利 』第 十五 巻 、第 五号 、1940よ り引用 作成

の

「全
国
安
全
週
間
趣
意

書
」
か
ら
も
、
安
全
運
動

は
労
働
者
の
注
意
力
に
左

右
さ
れ
、
労
働
者
の
生
活

の
あ
り
方
ま
で
規
定
す
る

も

の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
同
年
、
産
業

福
利
協
会
が

「安
全
週
間

日
次
計
画
書
」
の
募
集
を

し
た
と
こ
ろ
の
優
秀
作
品

は
、

「第

一
日
家
庭
安
全
デ
ー

第

二
日
安
全
服
装
デ
ー

第
三
日
仕
事
場
内
外
清
潔

整
頓
デ
ー

第
四
日
機
械

工
具
愛
護
デ
ー

第
五
日

ニ
コ
ニ
コ
感
謝
一ア
ー

第

六
日
無
理
全
廃
デ
i

第

七
日
保
健
衛
生
デ
ー
」

と
あ
り
、
「家
庭
安
全
デ
ー
」

な
ど
、
安
全
運
動
が
労
働

者
家
族
の
問
題
に
ま
で
拡

大
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

(二
)
福
岡
県
能
率
協
会

の
設
立
と
福
岡
県
無
駄
な
し
週
間
の
開
始

日
本
鉱
山
協
会
の
設
立
や
全
国
安
全
週
間
の
実
施
な
ど
、
安
全
運
動
が
全
国
的
に

展
開
さ
れ
る
中
、
能
率
増
進
運
動
も
福
岡
県
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
て
い

っ
た
。
そ

の
直
接
の
契
機
と
な
る
の
は
、

一
九
二
八

(昭
和
三
)
年
の
福
岡
県
能
率
協
会
の
設

立
で
あ
る
。
福
岡
市
西
中
洲
県
公
会
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
創
立
総
会
に
は
、

「県
下
ノ
主
要
工
場
鉱
山
ノ
経
営
者
又

ハ
支
配
人
技
師
等
ノ
会
員
約
三
〇
名
出
席
」

し
た
。
開
会
の
辞
は
、
高
田
県
商
工
課
長
、
祝
辞
は
日
本
能
率
聯
合
会
理
事
の
上
野

陽

一
で
あ

っ
た
。

こ
の
福
岡
県
能
率
協
会
設
立

の
背
景
に
は
、
日
本
能
率
聯
合
会

の

創
立
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
能
率
研
究
会
も
含

め
た
東
京

・
大
阪

.
満
州
な
ど

六

ヶ
所
に
あ
る
各
能
率
研
究
会
の
講
習
会

・
展
覧
会

・
刊
行
物
な
ど
を

一
本
化
し
て
、

全
国
的
組
織
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
規
約
の
目
的

に
も

「我
国
ノ
産
業
能

率
ノ
増
進
並

二
各
地
能
率
研
究
団
体
ノ
連
絡
統

一
ヲ
計

ル
コ
ト
」
と
あ
る
。
能
率
増

進

の

「調
査
研
究
」
は
各
県
研
究
会
が
行
な
い
、
日
本
能
率
聯
合
会
は

「連
絡
統

一
」

を
主
と
し
て
、
月
刊
会
誌

『
産
業
能
率
』

の
発
行
や
、
全
国
的
大
会

の
開
催
、
研
究

会

・
講
演
会

・
展
覧
会
の
開
催
、
国
際
機
関
と
の
連
絡
な
ど
を
行
う
も
の
と
す
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
能
率
増
進
の
全
国
的
組
織
化
に
と
も
な
い
、
福
岡
県
に
研
究
会

設
置
が
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
福
岡
県
能
率
協
会
設
置
に
先
立

っ
て
は
、

一
九
二

三

(大
正

一
二
)
年
の
上
野
陽

一
ら
を
講
師
に
し
た
能
率
講
習
会
を
は
じ
め
と
し
、

一
九
二
六

(大
正

一
五
)
年

一
月
の
能
率
講
座
、
同
年
三
月

の
福
岡
能
率
展
覧
会
、

一
九
二
七

(昭
和
二
)
年

の
職
長
講
習
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
気
運
作
り
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
福
岡
県
能
率
協
会
の
主
意
書
に
よ
る
と
、

「産
業
ノ
合
理
化
運
動
ハ
今
ヤ
世
界
経
済
界
ヲ
風
靡
シ
我
国
ノ
如
ク
近
時
漸
ク
高
度
資
本
制

二
移
ラ
ン
ト
ス
ル
後
進
国
二
在
リ
テ
ハ
官
民

一
致
シ
テ
産
業
能
率
ノ
研
究
実
施

二
努
メ
以
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テ
生
産
費
ノ
低
下
ト
製
品
ノ
改
善
ヲ
図
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」

と
あ
り
、
産
業
合
理
化
の

一
環
と
し
て

「官
民

一
致
シ
テ
」
能
率

の
研
究

・
実
施

の

必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
事
業
と
し
て
は
、
調
査
研
究
と
講
習
会

・
講
演
会
の
開
催

は
中
央
の
日
本
能
率
聯
合
会
と
同
様
だ
が
、
福
岡
県
能
率
協
会
の
特
徴
と
し
て

「二

鉱
山
又
ハ
工
場
若
ク

ハ
商
店

二
於
ケ
ル
人
的
物

的
設
備

ノ
能
率
診
断
ヲ
為

ス
コ
ト
」

と

「五

産
業
能
率
ヨ
リ
観
タ
ル
優
良
ナ
ル
鑛

山
、
工
場
、
商
店
及
功
労
者
ヲ
表
彰

ス
ル
コ
ト
」
と
、
鉱
山
を
対
象
に
し
た

「能
率
診

断
」
「表
彰
」
が
あ
る
。

こ
の
福
岡
県
能
率
協
会
の

「全
国

二
率
先
」
し
た
事
業
と
し
て
、

一
九
二
九

(昭

和
四
)
年

二

月
四
日
か
ら
九
日
ま
で
の

「無
駄

ナ
シ
週
間
」
の
取
り
組
み
が
あ
る
。

「経
済
国
難

二
善
処
ス
ベ
ク
会
員

一
致
協
カ
シ
テ
我
等
ノ
周
囲
カ
ラ
凡

ユ
ル
無
駄
ヲ
省
キ
、

生
産
原
価
ヲ
節
減
ス
ル
無
駄
征
伐
ヲ
ス
ベ
シ
ト
ノ
全
会
員
ノ
熱
ト
共
鳴
ト

ニ
依
リ
其
効
果

顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ガ
ア
ツ
タ
」

と
さ
れ
る
こ
の
取
り
組
み
は
、

「第
1
日
無
駄
探
シ
デ
ー

第
2
日
整
頓
デ
i

第

3
日
清
掃
デ
i

第
4
日
時
間
励
行

デ
i

第
5
日
節
約
デ
ー

第
6
日
不
良
品
ナ
シ
デ
i
」

と
い
う
日
程
で
実
施
さ
れ
た
。
単
に
無
駄
な
し
推
進
だ
け
で
な
く
、
「時
間
励
行
」

「不
良
品
ナ
シ
」
の
よ
う
に
緊
張
と
労
働
強
化

を
も
た
ら
す
内
容

の
も

の
も
あ
る
。

こ
の

「無
駄
ナ
シ
週
間
」
の
特
色
と
し
て

「2
.
全
従
業
員
ガ
好
感
ヲ
以
テ
然

モ
経

済
国
難

二
虚

ス
ル
ノ
気
概
ヲ
以
テ
協
力
参
加
シ
タ

ル
コ
ト
」
と
し
て
さ
ら
に
細
か
く

「
ハ
、
職
工
職
長
級

ヨ
リ
無
駄
発
見
、
無
駄
征
伐

二
関
ス
ル
考
案
ノ
提
出
多
カ
リ

シ

コ
ト
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
能
率
増
進
が

「職

工
職
長
級
」
と
い
う
管
理

職
層
を
中
心
に
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
、
「4
.
其
効
果
工
場
鉱
山
以

外

ニ
モ
及
ビ
タ
ル

コ
ト
即
無
駄
排
除
ノ
精
神
ヲ
事
務
所
並

二
家
庭

二
及
ボ
シ
タ
リ
」

と
、

こ
の
運
動
が
家
庭
に
ま
で
浸
透
し
始
め
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
福
岡
県
能
率
協
会
主
催
の

「無
駄
ナ
シ
週
間
」
が
、
具
体
的
に
炭
鉱
で
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
た
の
か
。
三
池
四
山
坑
で
は
、
「産
業
合
理
化
の

一
運
動
と

し
て
」
取
り
組
ま
れ
た
。
日
程
は
、

「第

一
日

節
約
日

(
一
一
月
四
日
)

第
二
日

工
具
愛
用
日

(五
日
)

第
三
日

時
間
励
行
日

(六
日
)

四
日

能
率
増
進
日

(七
日
)

第
五
日

清
掃
日

(八
日
)

第
六
日

整
頓
日

(九
日
)
」

で
あ
る
。
先
の
福
岡
県
の
日
程
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
稼
働
者
を
集
め
繰
込
み
前

に
各
係
員
が
節
約
の
必
要
と
方
法
を
説
明
し
て
操
業
に
入
る
点
と
、
節
約
日
に
節
約

展
覧
会
を
開
催
し
て
い
る
点
が
特
色
で
あ
る
。

こ
の
節
約
展
覧
会
は
、
繰
込
み
場
の

一
部
を
使
用
し
坑
内
労
働
者
が
閲
覧

し
や
す

い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
、
ま
た
労
働
者
に

も
解
読
可
能
な
よ
う
に
、
振
り
仮
名
付
き
で
節
約
の
趣
意
書
を
会
場
に
掲
示
し
て
い

る
。
そ
の
趣
意
書
は

「お
互
が
毎
日
何
気
な
く
使
用
し
て
居
る
品
物
も
、

一
ヶ
年
分

纏
め
て
見
ま
す
と
存
外
甚
だ
し
い
金
高
に
上
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
書
き
出
さ

れ
た
上
で
、
坑
木

・
板

・
レ
ー
ル
釘
な
ど
の
年
間
使
用
量
と
金
額
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
節
約
展
覧
会

の
効
果
と
対
策
と
し
て
、
資
本
側
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

て
い
る
。

「従
来
稼
働
者
は
平
常
使
用
す
る
材
料
等
の
価
格
に
対
し
て
は
甚
だ
無
関
心
で
、
坑
内
に
於

い
て
大
量
を
使
用
す
る
の
に
慣
れ
て
動
も
す
れ
ば
濫
費
の
傾
向
の
あ

つ
た
の
が
展
覧
会
に

依
つ
て
僅
の
無
駄
排
除
が
積
り
積
つ
て
は
驚
く
可
き
多
額
を
節
約
し
得
る
事
を
知
つ
た
。
…

(中
略
)
…
従
つ
て
現
今

(
一
九
三
〇
年
ー
筆
者
)
で
は
無
駄
排
除
に
対
し
て
稼
働
者
の
充
分

な
る
理
解
と
、
自
発
的
努
力
と
に
よ
っ
て
材
料
の
節
約
、
不
用
品
の
利
用
に
相
当
の
成
績

を
挙
げ
た
の
み
な
ら
ず
、

一
面
精
神
的
に
も
気
分
の
緊
張
を
来
た
し
、
事
業
能
率
の
増
進

及
安
全
運
動
の
成
績
に
好
結
果
を
齎
し
た
。
」

以
上
か
ら
、
炭
鉱
資
本
に
お
け
る
能
率
増
進
運
動
を

「無
駄
な
し
週
間
」
に
お
い
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て
概
観
す
る
と
、
①
炭
鉱
で
は
産
業
合
理
化
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
、

②

「職
工
職
長
級
」
の
管
理
職
を
と
お
し
て
稼

働
者
、

つ
ま
り
労
働
者
層
に
普
及
徹

底
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
、
③
炭
鉱
資
本
は
、
能
率
増
進
と
安
全
運
動
を
相
互
に
関
連
、

安
全
運
動
は
能
率
増
進

の
補
完
的
位
置
づ
け
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。

(三
)
安
全
委
員
会

の
普
及

第
二
期
は
、
全
国
安
全
週
間
も
実
施
さ
れ
、
鉱
山
に
お
い
て
も
安
全
運
動

の
推
進

が
な
さ
れ
、
安
全
委
員
会

の
設
置
数
も
増
加
す

る
時
期
で
あ
る

(表
2
参
照
)
。
具

体
的
事
例
と
し
て
、
三
井
田
川
鉱
業
所
を
み
る
。

三
井
田
川
鉱
業
所
は
、

一
九
二
三

(大
正

一
二
)
年
九
月
か
ら

「炭
坑
保
安
講
義
」

や

一
九
二
五

(大
正

一
四
)
年
か
ら
の
災
害
防

止
研
究
会
な
ど
の
活
動
を
経
緯
と
し

て
、

一
九
二
九

(昭
和
四
)
年

一
月

一
日
よ
り
安
全
委
員
会
を
組
織
す
る
。
会
則
に

よ
る
と
、
組
織
は
委
員
会
-
幹
事
会
-
支
部
会

の
三
段
階
に
な

っ
て
お
り

(第
三

条
)
、
構
成
員
の
ほ
と
ん
ど
は
職
員
で
あ
る
。
「
稼
働
者
」
は
、
下
部
組
織
の
支
部
会

の
中
で
安
全
係
の
み
で

(第
六
条
)
、
役
員
は
任
期
の
定
め
が
な
い
が

「稼
働
者
」
安

全
係

の
任
期
は

一
年
の
定
め

(第
七
条
)
が
あ

る
。
主
な
活
動
は
、
毎
月

一
回
の
安

全
デ
ー
と
年
二
回
の
安
全
週
間
で
あ
る

(第

=
二
条
)。
経
費
は
会
社
支
弁
で
、
例

え
ば

一
九
二
九
年

の
災
害
防
止
費

の
支
出
は
合

計
九
五
〇
三
円
六

一
銭
で
内
訳
は
、

「安
全
委
員
会
出
席
手
当

一
二

五
三
円

(稼
働
者
の
み
)

安
全
競
争
賞
金

三
九
五
三
円

救
急
所
費

六
三
三
円

一
七

其
他
雑
費

二
七
六
四
円
四
四
」

で
あ
る
。
「稼
働
者
」
の
み
委
員
会
出
席
手
当
が
支
払
わ
れ
、
構
成
員
も
職
員
中
心
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
上
意
下
達
の
連
絡
経
路
を
持

っ
た
炭
鉱
資
本
主
導
の
安
全
委
員
会

で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
鉱
山
協
会

の

「安
全
委
員
会
状
況

報
告
」
か
ら
も
、
委
員
会

の
目
的
を
災
害
防
止
と
能
率
増
進
に
置
い
て
い
る
炭
鉱
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
期
の
安
全
委
員
会

の
特
徴
を
能
率
増
進
を
目
的

と
し
た
職
員
中
心
の
組
織
と
定
義
で
き
よ
う
。

な
お
、
経
費
中

「安
全
競
争
賞
金
」
と
あ
る
が
、
安
全
競
争
と
は
労
働
災
害
発
生

数
の
低
下
を
競
争
す
る
安
全
運
動
の

一
方
法
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
炭
鉱
に
よ

っ

て
形
態
は
様

々
で
、
三
井
三
池
に
お
い
て
は
数
十
人
単
位
で
班
を
作
り
、
三

ヶ
月

一

単
位
で
年
間
四
回
の
競
争
を
し
た
と
あ
る
。

つ
ま
り

一
年
中
で
、
そ
の
間
の
労
働
強

化
は
計
り
知
れ
な

い
。
優
勝
し
た
班
に
は
優
勝
旗
と
賞
金
が
与
え
ら
れ
る
。

(四
)
資
本
に
お
け
る
安
全
運
動

こ
こ
で
は
、
炭
坑
の
所
長

・
鑛
長
が
安
全
運
動
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の

か
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
に
お
け
る
安
全
運
動
の
意
義
を
考
察
す
る
。

『筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
の

「炭
山
概
況
」
は
、

一
九
二
七

(昭
和
二
)
～

一

九
三
〇

(昭
和
五
)
年
ま
で
掲
載
さ
れ
た
記
事
だ
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る
坑
長
た
ち

に
は
、
先

の

「第
三
回
災
害
予
防
労
働
衛
生
講
習
会
聴
講
者
氏
名
」
に
重
な
る
坑
長

も
数
人

い
る
。

こ
の
坑
長
た
ち
は
、
安
全
運
動
は
能
率
増
進
を
補
完
す
る
も
の
と
と

ら
え
て
お
り
、
三
井
田
川
鑛
業
所
第
三
坑
の

「中
根
技
術
管
理
者
」
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「近
来
炭
坑
に
於
け
る
能
率
増
進
法
の
研
究
が
種
㌧
行
は
れ
つ
つ
あ
る
が
…
可
及
的
機
械
力

を
利
用
し
て
出
来
る
丈
人
員
を
省
く
所
謂
機
械
採
炭
の
目
標
に
向
か
ひ
つ
ン
あ
り
…
當
坑

で
も
本
年
始
か
ら
組
織
的
の
安
全
運
動
に
着
手
し
た
結
果
軽
傷
は
稽
減
少
を
見
た
が
重
傷

は
あ
ま
り
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
居
ら
ず
、
…
安
全
運
動
も
徹
底
す
れ
ば
大
局
に
於
い
て
能
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率
増
進
と

一
致
す
べ
く
其
の
方
法
と
し
て
は
人
の
注
意
を
緊
張
せ
し
む
る
事
と
設
備
を
改

善
す
る
事
と
の
外
に
人
の
素
質
を
向
上
せ
し
め
無
智

又
は
未
熟
に
起
因
す
る
変
災
を
先
ず

以
っ
て
減
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考

へ
る
…
」

能
率
増
進

の
効
果
的
方
法
と
し
て
の
機
械
化
、
そ
の
機
械
化
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
の
安
全
運
動
と
い
う
関
係
性
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
能
率
増
進
↓
機
械
化
↓
安
全

運
動
と
い
う
関
係
は
、
労
資
の
意
思
疎
通
を
基
礎
と
し
て
成
り
立

つ
と
し
、
三
菱
総

田
炭
坑
の
加
藤
副
長
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

「当
坑
は
所
謂
二
安
主
義
即
ち
安
全
第

一
に
し
か
も
安
価
生
産
を
為
す
方
針
の
も
と
に
進
ん

で
居
り
ま
す
、
…
併
し
未
だ
坑
内
採
炭
に
機
械
を
用

て
労
力
を
省
く
鮎
に
就
い
て
は
不
十
分

の
鮎
が
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
今
後
は
安
全
第

一
を
期
す
る
と
同
時
に
今
少
し
採
炭
機
械
利

用
を
実
行
し
て
見
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
要
す
る
に
保
安
も
、
能
率
も
従
業
員
全
部

一
致
協

同
せ
ざ
れ
ば
其
目
的
を
達
す
る
こ
と
困
難
な
る
故
労
務
者
も
職
員
も
常
に
意
思
の
疎
通
を

計
り
全
炭
坑

一
丸
と
な
り
事
業
を
遂
行
す
る
つ
も
り
で
す
。
」

資
本
に
お
い
て
は
、
安
全
運
動
は
能
率
増
進

の
た
め
の
補
完
と
と
ら
え
、
両
者
を

ス
ム
ー
ズ
に
推
進
す
る
た
め
に
は
労
資

の
意
思
疎
通
-

労
資
の

二

致
協
同
」
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

い
う
論
理
を
も

つ
。

こ
の
こ
と
は
能
率
増
進
↓
機
械
化
↓
安

全
運
動
↓
労
資

の
意
思
疎
通
と
い
う
相
互
補
完
関
係
を
も

つ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
い
う
能
率
増
進
は
、
「出
来
る
丈

人
員
を
省
く
」
「機
械
を
用
て
労
力

を
省
く
」
と
い
う
人
員
整
理
に
よ
る
生
産
費
低
減
の
合
理
化
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
。
次
章
の
表
4

・
5

・
6
に
お
い
て
、

一
九

三
〇

(昭
和
五
)
年
前
後
に
鉱
夫
数

(延
稼
動
数
)

の
減
少
が
著
し
い
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
採
炭
過
程

に
お
け
る
機
械
化
は
、
単
に
技
術
革
新
と
い
う
側
面
の
み
な
ら
ず
、
人
員
整
理
-
労

働
者
の
解
雇
1
と
い
う
側
面
を
も
表
裏

一
体
と

し
て
い
た
。

こ
の
相
互
補
完
関
係
に
炭
鉱
女
性
労
働
者
を

位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
機
械
化
に

よ

っ
て
解
雇
さ
れ
た
女
性
坑
内
労
働
者
が
、
炭
鉱
主
婦
会
に
組
織
さ
れ
安
全
運
動
を

支
え
る
と
い
う
構
図
に
な
り
、
ま
さ
に
女
性
労
働
者
が
資
本

の
論
理
に
利
用
さ
れ
た

も
の
と
い
え
る
。

つ
ま
り
、
炭
鉱
女
性
労
働
者

の
人
員
整
理
は
、
直
接
的
に
は

一
九

二
八

(昭
和
三
)
年
、
坑
内
労
働

・
深
夜
業
禁
止
を
定
め
た
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
改

正
の
公
布

(施
行
期
間
は

一
九
三
〇
年
ま
で
)
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、

三
池
炭
鉱
に
お
い
て
は

「昭
和
二
年
二
月
以
来
、
女
子
労
働
者

の
採
用
を
中
止
し
た

る
と
、
将
来

一
時
解
雇
の
止
む
な
き
に
至
る
べ
き
場
合
の
失
業
者

の
虚
置
」
と
し
て

授
産
所
を
開
設
し
、
炭
鉱
主
婦
会
の
運
営
の
も
と
、
ミ
シ
ン
裁
縫
を
始
め
た
。
生
産

品
は
、

「恰
も
當
所
災
害
防
止
運
動

の
進
展
に
伴

ひ
、
安
全
服
装

の
完
備
を
必
要
と

し
た
る
を
以
て
、
坑
内
安
全
脚
衿
、
安
全
帽
子
等
」
を
製
造
し
、
「災
害
防
止
運
動
と

ミ
シ
ン
内
職
と
は
相
互
両
得
の
効
果
を
挙
ぐ
る
事
、
明
か
な
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
三
井
四
山
坑

の
安
全
週
間
で
は
、

「十
月
三
十

一
日
敬
神
日
。
…

(略
)
…

十

一
月

一
日

安
全
服
装
日
。
主
婦
は
安
全
服
装

の
点
検
修
整
を
為
し
安
全
服
装
の
完
全
を
期
し
た
。

十

一
月
二
日

髄
育
日
。
…

(略
)
…

十

一
月
三
日

禁
酒
並
び
に
御
馳
走
日
。
安
全
週
間
を
記
念
す
る
為
め
禁
酒
を
為
し
、

主
婦
は
心
尽
く
し
の

一
品
料
理
を
作
り

一
家
団
簗
裡
に
安
全
週
間
を
祝
福
し
た
。

十

一
月

四
日

送
迎
日
。
主
人
及
下
宿
人
の
出
役
に
封
し
、
主
婦
子
供
は
社
宅
表
門
迄
送

っ
て
門

出
の
挨
拶
を
為
し
、
帰
り
は

一
同
、
煙
草
着
換
等
を
携
帯
表
門
に
出
迎
ひ

一
日
の
勢
を
槁

つ
た
。
…
(略
)
…

十

一
月
六
日

戸
内
外
整
頓
日
。
主
婦
は
戸
内
外
を
掃
除
整
頓
し
且
つ

醜
か
ら
ざ
る
意
味
に
於
て
美
容
を
整
え
る
こ
と
と
し
た
。
…
(略
)
…
」

と
、
炭
鉱
女
性
労
働
者
は
主
婦
と
い
う
家
庭
内
存
在
と
し
て
、
夫
の
安
全
服
装
の
点

検
、
出
勤
送
迎
、
家
庭
団
簗

の
演
出
と
い
う
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
夫

の
生
産
労
働

を
支
え
る
の
で
あ
る
。
先
の
能
率
増
進
↓
機
械
化
↓
安
全
運
動
↓
労
資

の
意
思
疎
通

と
い
う
連
環
の
中
に
、
機
械
化
に
よ

っ
て
解
雇
さ
れ
た
炭
鉱
女
性
労
働
者
は
、
以
上
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の
よ
う
に
位
置
つ
く
。

(五
)
労
資

一
体

の
安
全
運
動
-

小
括
1

こ
こ
で
小
括
と
し
て
、
雑
誌

『
産
業
福
利
』

に
み
る
第
二
期
安
全
運
動
の
特
徴
を

分
析
す
る
と
、
以
下
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。

第

一
は
、
安
全
運
動

の
方
策
を

「物

的
方
策
」
i
建
築

・
機
械
の
設
備

・
改
善
と

「人
的
方
策
」
1
労
働
其
他
生
活
条
件

・

安
全
教
育

の
二
方
策
に
明
確
に
分
類
し
た
上
で
、
「人
的
方
策
」
の
内
容
を

「不
摂
生

不
秩
序
に
よ
り
心
身
を
破
壊
す
る
こ
と
は
災
害

の
手
始
め
で
あ
る
」
と
修
養
的
色
彩

を
強
め
た

こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
第

一
期
に
お
け
る
人
的
要
因
は
単
に

「適
材
適

所
」
と
い
う
労
働
者
配
置
の
問
題
で
あ

っ
た
が
、

第
二
期
に
至

っ
て
は

「…
第
二
に
必
要
な
こ
と
は
労
働
者
の
方
面
で
あ
り
ま
す
。
先
に
述
べ
た
如
く
事
業
主
の
社

会
的
、
法
律
的
責
任
と
云
ふ
点
か
ら
云

へ
ば
設
備

の
点
が
重
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
数
の

上
か
ら
云
へ
ば
設
備
の
方
で
は
如
何
と
も
出
来
な

い
、
労
働
者
の
注
意
に
侯
つ
外
に
方
法

の
な
い
災
害
が
大
部
分
で
あ
り
ま
す
。
先
に
設
備

の
欠
陥
に
因
る
も
の
と
し
て
数
え
た
災

害
と
錐
も
労
働
者
の
過
失
も
亦
之
に
伴
な
う
の
が
通
例
で
あ
り
ま
し
て
注
意
さ

へ
す
れ
ば

設
備
が
少
々
悪
く
て
も
怪
我
な
し
に
済
む
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
災
害
の
数
を
減
ず
る
為

に
は
如
何
に
し
て
も
主
力
を
労
働
者
の
注
意
力
喚
起
に
注
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。」

と
、
労
働
者

の
注
意
力
に
そ
の
原
因
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
ま
た

「…
災
害
を
起
し

た
も
の
に
付

い
て
見
ま
す
る
と
過
労
、
夜
更
し
、
暴
飲
暴
食
の
如
き
事
の
為
に
心
身

の
弛
緩
し
て
居
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
砂
く
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。
…
」
と
、

労
働
者
の
不
摂
生
に
ま
で
言
及
し
て
お
り
、
災
害
の
原
因
の
多
く
を
設
備
よ
り
も
労

働
者

の
問
題
と
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
の
標
語
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。

「

雨
は
天
か
ら
涙
は
眼
か
ら
怪
我
は
其
身
の
油
断
か
ら

仕
事
を
す
る
と
き
心
で
し
や
ん
せ
心
で
す
る
人
怪
我
は
な
い

赤
い
顔
し
て
仕
事
に
出
れ
ば
飛
ん
だ
怪
我
し
て
青
く
な
る
」

こ
の
よ
う
に
労
働
災
害
を
労
働
者
の
責
任
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
資
本
は
そ
の
責

任
を
回
避
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
公
傷
と
認
め
な

い
場
合
は
扶
助
料
の
節
減
に
も

つ

な
が
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
安
全
運
動
を
労
働
者

の
問
題
か
ら
労
働
者
家
族

の
問
題
に
ま
で
拡
大
し

た
こ
と
で
あ
る
。

「…
即
ち
従
業
員
家
庭
の
生
活
改
善
に
よ
る
内
的
影
響
に
依
り
安
全
運
動
の
効
果
を
助
長
せ

ん
と
す
る
も
の
で
…
従
業
員
各
自
の
家
庭
の
生
活
上
の
改
善
に
よ
り
浪
費
を
省
き
衛
生
思

想
を
発
達
せ
し
め
、
崇
拝
敬
神
の
風
習
を
養
ひ
祖
先
崇
拝
の
念
を
深
か
ら
し
め
、
か
く
て

内
部
的
改
善
に
よ
り
表
面
に
あ
る
災
害
防
止
の
目
的
を
最
も
よ
く
達
せ
ん
も
の
で

『安
全

は
家
庭
よ
り
』
の
標
語
は
こ
の
事
例
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
」

と
、
足
尾
銅
山
は

『安
全
は
家
庭
よ
り
』
の
標
語
の
も
と
、
安
全
運
動
を
災
害
防
止

と
生
活
改
善
に
わ
け
て
取
り
組
む
。

こ
れ
は
先
述

の
、
三
池
四
山
坑
の
安
全
週
間
か

ら
も
う
か
が
う
事
が
で
き
る
。
こ
の
第
二
期
の
労
働
者
家
族
に
ま
で
拡
大
し
た
安
全

運
動
に
、
炭
鉱
主
婦
会
な
ど
の
生
活
改
善
活
動
が
位
置
つ
く
点
が
第
二
の
特
徴
で
あ

る
。そ

し
て
第
三
に
は
、
安
全
運
動
は
能
率
増
進

の
必
要
条
件
で
あ
る
と
す
る
視
点
で

あ
る
。
「…
安
全
運
動
を
や
ら
な
い
で
、
能
率
増
進
ば
か
り
や

っ
て
居

っ
た
な
ら
ば
結

局
能
率
増
進
を
得
ら
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。
…
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
経
済
面
の

み
か
ら
考
え
る
と
安
全
運
動
は
失
費

の
よ
う
だ
が
、
安
全
が
能
率
増
進

の
基
本
で
あ

る
事
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
安
全
運
動
よ
り
も
能
率
増
進
に
よ
る
産
業

合
理
化
を
重
視
す
る
資
本
に
対
し
て
、
産
業
福
利
協
会
が
安
全
運
動
を
普
及
さ
せ
る
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た
め
に
能
率
増
進
を
も
視
野
に
入
れ
て
説
得
し

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

以
上
、
第
二
期

の
安
全
運
動
は
、
表
2
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
安
全
委
員
会
の
設
置

数
も
増
加
し
、
安
全
運
動
に
取
り
組
む
炭
鉱
資

本
が
増
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

商
工
省
鉱
山
局
に
よ
る
日
本
鉱
山
協
会
の
設
立
や
鉱
山
も
参
加
し
た
全
国
安
全
週
間

の
開
始
、
そ
し
て
福
岡
県
能
率
協
会

の
設
立
、
「無
駄
ナ
シ
週
間
」
の
実
施
な
ど
広
く

炭
鉱
資
本
が
能
率
増
進
と
安
全
運
動
を
推
進
し
は
じ
め
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
二
期

の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
第

一
に
は
、
災
害
要
因
の
多
く
が

「労
働
者
の

不
注
意
」
に
置
か
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
第

一
期

に
お
い
て
は
、
労
働
者
の
配
置
問
題

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
労
働
者
の
不
摂
生

・
不
注
意

・
不
規
則
な
ど
労
働
者

の
身

体
的

.
精
神
的
問
題
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
資
本
は
、
安
全
運
動
を
も

っ
て
労

働
者

の
生
活
、

つ
ま
り
私
的
領
域
に
ま
で
介
入
し
、
労
働
者
家
族
の
問
題
に
ま
で
拡

大
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
炭
鉱
資
本
に

よ

っ
て
推
進
さ
れ
た
安
全
運
動
は
、

能
率
増
進
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
位
置
つ

い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
能
率
増
進

↓
機
械
化
↓
安
全
運
動
↓
労
資
の
意
思
疎
通
と

い
う
相
互
補
完
関
係
に
よ

っ
て
産
業

合
理
化
を
は
か
り
、
資
本
の
論
理
を
遂
行
す
る
。
第
三
に
は
、

こ
れ
ら
能
率
増
進
と

安
全
運
動
は

「職
工
職
長
級
」
の
管
理
職
に
よ

っ
て

「稼
働
者
」、

つ
ま
り
労
働
者
層

に
普
及
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、
こ
の
よ
う
に
資
本
に
よ

っ
て
推
進

さ
れ
た
安
全
運
動
で
あ
る
が
故
に
、
資
本
は
災
害
に
よ
る
損
失
は

「労
使
の
利
害
相

一
致
す
る
」
と
し
て
、
労
資
協
調
か
ら
労
資

一
体

へ
と
よ
り

一
層
労
働
者

の
統
制
を

厳
し
く
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
第
二
期
の
安
全
運
動
は
資
本
か
ら
労
働
者

へ
の
安
全
運
動
と
性
格
づ
け
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
.
安
全
運
動
と
能
率
増
進
の
効
果

(
一
)
安
全
運
動
の
効
果

本
章

で
は
、
安
全
運
動
と
能
率
増
進
の
効
果
を
分
析

・
検
討
す
る
。

表
4
は
福
岡
県
に
関
す
る

一
九
二
五

(大
正

一
五
)
年
か
ら

一
九
四
〇

(昭
和

一

五
)
年
ま
で
の
炭
鉱
夫
死
傷
者
数
と
そ
の
割
合
を
示
し
た
統
計
で
あ
る
。
因
み
に

一

九
三
〇

(昭
和
五
)
年
に
重
傷
者
数
が

一
挙
に
増
加
す
る
の
は
、
こ
の
年
、
重
傷

「休
業
二
週
日
以
上
」
・
軽
傷

「休
業
三
日
以
上
」
と
基
準
が
明
確
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。確

か
に
表

4
で
は
、
「死
亡

・
重
傷

・
軽
傷
」
を
あ
わ
せ
た

「
(5
)
全
死
傷
者
率
」

は
九
五

・
七
四
%
か
ら
二
六

・
四
〇
%
と
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
傷
害
の

程
度
別
に
分
析
す
る
と

「死
亡

・
重
傷
」
の
み
の

「
(3
)
重
傷
以
上
者
率
」
は
、

一

九
二
五
年
か
ら
二
九
年
ま
で
二
%
台
、

一
九
三
〇
年
に
は

一
八

・
六
六
%
と
い
う
数

字
を
示
し
て
い
る
が
、

一
九
三

一
年
か
ら
三
六
年
ま

で
は

一
二
%
台

で
あ
る
。
「死

亡

・
重
傷
」
の
災
害
率
は
、
「死
亡

・
重
傷

・
軽
傷
」
の
災
害
率
よ
り
も
低
下
の
度
合

い
が
低

い
。

つ
ま
り
福
岡
県
に
お
い
て
、
「軽
傷
」
も
含
め
た

「(
5
)
全
死
傷
者
率
」

は
著
し
く
低
下
し
て
い
る
が
、
重
傷
以
上
の
災
害
率
の
低
下
は

一
定
程
度
ま
で
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「軽
傷
者
」
に
お
け
る
安
全
運
動
の
効
果
は
著
し
い

が
、
「重
傷
以
上
者
」
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
効
果
が
み
ら
れ
た
が
限
界
が
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
個
別
炭
坑
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
表
5
は
、
三
池
鉱
業
所
の

一
九
二
三
年

か
ら

一
九
三
九
年
ま
で
の
安
全
運
動
の
成
績
で
あ
る
。

三
池
鑛
業
所
に
お
い
て
安
全
運
動
が
盛
ん
に
な

っ
た
の
は
、
「健
保
組
合
が
出
来

て
濫
病
防
止
の
運
動
が
各
坑
に
行
な
わ
れ
出
し
て
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
昭
和
に
入

っ
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(単位;人)表4炭 鉱夫死傷者数変遷表(福 岡県)

(5)全 死 傷者 率(4)全 死 傷者 数(3)重 傷以 上者 率(2)重 傷 以 上者数(1)全 鉱 夫数年

95.74%142,1982.87%4,260148,5281925

83.40%115,7452.30%3,192138,7851926

89.63%122,7852.24%3,066136,9961927

77.66%107,3642.16%2,981138,2571928

77.44%100,3132.59%3,351129,5421929

73.05%84,09718.66%21,482115,ll61930

49.43%59,93213.67%16,573121,2351931

45.47%49,45212.81%13,936108,7621932

42.04%47,76012.69%14,416ll3,6061933

39.84%52,80012.24%16,216132,5161934

37.24%51,00912.08%16,540136,9751935

31.72%49,26510.97%17,030155,3001936

年欠1937

年欠1938

27.23%58,96310.34%22,401216,5531939

26.40%62,28610.38%24,477235,9091940

〈出典〉『本邦鉱業の趨勢』商工省より作成

て
か
ら
の
事

で
昭
和
三
年
の
安
全
競
争
は
そ
の
第

一
声
で
あ
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に

一
九
二
八

(昭
和
三
)
年
か
ら
本
格
化
す
る
。
表
5
に
お
い
て
、

一
九
二
八
年

の
軽

傷
者
数
が
大
き
く
減
少
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
の
福
岡
県
と

同
様
に
、
減
少
が
顕
著
な

の
は
軽
傷
者
で
重
傷
者
数
は

一
定
の
減
少
に
留
ま

っ
て
い

る
。
安
全
運
動

の
効
果
は

「軽
傷
」
に
著
し
く

「重
傷
以
上
」
の
効
果
は
限
界
が
あ

っ

た
と

い
え
よ
う
。
ま
た
、
表

4

・
5
と
も
に

一
九
三
〇
年
前
後
を
境
に

「稼
働
者

数
」
が
減
少
し
て
い
る
の
は
機
械
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
機
械
化
を

実
現
で
き
た
の
は
大
手
炭
鉱
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
、
「稼
働
者
数
」
減
少
率
が
県
全
体

よ
り
も
三
池
鉱
業
所
が
高
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
機
械
化
に
よ
る

「稼
働
者

数
」
の
減
少
と
、
安
全
運
動
の

一
定
効
果
の
出
現
が
並
行
す
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者

の
密
接
な
関
連
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方

「軽
傷
者
」
に
効
果
が
顕
著
な
の
は
、
三
池
鑛
業
所
の
安
全
競
争
か
ら
考
察

で
き
る
。
「宮
浦
坑
安
全
競
争
規
定
」
に
よ
る
と
、

「…
(略
)…
2
、
成
績
考
査

イ
、

公
傷
人
員
二
依
ル
。
同

一
人
ニ
テ
繰
込
シ
タ
ル
場
合
回
数
ヲ
人
員

二
加
フ
ル
モ
ノ
ト

ス
。

ロ
、

公
傷
ノ
程
度

ニ
ョ
リ
考
査
ス

軽
傷

一
点

(休
業
者
)

重
傷
、
死

亡
ア
リ
タ
ル
時
ハ
失
格
ト
ス

ハ
、

一
ヶ
月
間
ノ
成
績
二
依
ル

月
初
メ
ニ
於
ケ
ル
在
籍

二
対
ス
ル
百
分
率
ヲ
求
メ
、
其

ノ
公
傷
率
ノ
小
ナ
ル
モ
ノ
ヨ
リ
順
次
等
位
ヲ
定
ム
、

…
(略
)
…

ホ
、
在
籍
数
百
以
下

一
人
、
二
百
人
以
下
二
人
、
三
百
人
以
下
三
人

(以
下
之
二
準
ズ
)
ヲ

越
シ
タ
ル
場
合

ハ
失
格
ト
ス
。」

と
そ
の
成
績
基
準
は
厳
し
く
、

一
%
以
上

の
公
傷
者
を
出
す
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。

一
方
賞
金
は
、

一
人
当
た
り
採
炭
部

・
修
繕
部

一
等
三
〇
銭
と
社
長
杯
と
優
勝
旗
を
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坑
別
に
授
与
し
た
。
「…
(略
)
…
然
る
に
競
争

の
激
甚
な
る
。
公
傷
通
院

一
日
以
上
欠

勤
が
成
績
に
関
す
る
た
め
こ
れ
を
私
傷
と
し
、
各
坑
の
救
護
所
に
瀕
死
の
重
傷
者
を

担
ぎ
込
ん
だ
り
、
負
傷
者
に
軽
易
な
仕
事
を
与

え
て
出
勤
を
強
い
た
り
す
る
等
の
弊

害
が
起

こ
っ
た
。
」

つ
ま
り
、
成
績
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
に
障
害
扶
助
料
支
給

の

お
そ
れ
が
な

い
軽
傷
は
稼
働
者
も
納
得
の
上
、
算
入
し
な
い
傾
向
が
あ

っ
た
。
こ
の

こ
と
が
、
軽
傷
者
数
の
減
少
に

つ
な
が

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(単位;人)表5三 池炭鉱死傷者数変遷表

1万人 當死傷者合計軽傷重傷死亡稼働延人員年

32.21114981142257135701201923

37.311434114225427438433361924

31.4612304120791418439113241925

28.3190398912794831925831926

23.0167186602645229198831927

10.4531513035467030162451928

5.6517731654615831354521929

6.6018411747494528067871930

8.1312521163672215403471931

8.2110851033302213213111932

6.9011121033423716123531933

6.7911631118123317127241934

7.ll14914929603920967681935

6.5114014439273121533571936

5.0813753659664427077751937

5.921936781llO64932657811938

9.173297150817187135941041939

*1935年 よ り 「重傷 ト軽 傷 ヲ二週 間以 上休 業 ト三 日以上 休業 」に分つ

〈出典〉『三 井鉱 山五十 年 史稿』巻 十五 、三 井文 庫所蔵 よ り作成

(二
)
能
率
増
進
の
効
果

能
率
増
進

の
効
果
と
し
て
、

一
人
当
出
炭
高
を
分
析
す
る
前
に
三
池

の
能
率
増
進
運
動
を
概
観
す
る
。
『
三
池
鉱
業
沿
革
史
』
に
よ
る
と
、
作
業

能
率

の
進
歩
増
進
は
事
業

の
発
達
そ

の
も

の
で
あ
る
た
め
、

一
八
八
九

(明
治
二
二
)
年
の
創
業
当
初
か
ら

「不
断
の
努
力
」
を
続
け
て
い
る
。
最

初
の
能
率
増
進
の
方
法
は
、

「急
掘
奨
励
費
」
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
官
営

時
代
か
ら
採
ら
れ

て
い
た
方
法
で
あ

っ
た
が
、
三
井
経
営
下
に
な

っ
た

一
八
八
九
年

「
一
週
間
掘
延
三
十
尺
以
上
三
十
五
尺
未
満
十
尺

二
付
賞
励

費
壱
円
拾
五
銭
…
」
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同
年

一
二
月
に
は

「三
池
炭

破
社
坑
夫
奨
励
規
則
」
が
制
定
さ
れ
採
炭
夫
に
出
炭
賞
与
が

つ
い
た
。

こ

の
間
、
能
率
増
進

に
関
わ
る
組
織
化
は
さ
れ
て
い
な

い
が
、
同
規
則
に

よ

っ
て
能
率
増
進
は
図
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
。
そ
の
後

一
九
二

一

(大
正

一
〇
)
年

「作
業
振
興
ノ
タ
メ
ノ
協
議
機
関
」
と
し
て
各
坑

の
工
手
長
会

議
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
所
長

・
次
長
も
出
席
し

「保
安

二
関

ス
ル
事

モ
勿
論
取
扱

ハ
レ
タ

ニ
違

ヒ
ナ
イ
ガ
主

二
事
業

二
就
テ
ノ
研
究

協
議
会
デ
作
業
能
率
ノ
増
進
ガ
論
究
サ
レ
タ
」
と
あ
り
、

こ
の
工
手
長
会

議
が
能
率
増
進

の
研
究
調
査
に
関
し
て
三
池
に
お
け
る
最
初

の
組
織
で

あ

っ
た
。
翌

一
九
二
二

(大
正

一
一
)
年
七
月
十
日
に
は
、
所
長
か
ら
各

坑
職
員
に

「坑
外
函
捌
キ

ニ
付
キ
線
路

『
ク
リ
ー
パ
ー
』
其
他
ノ
研
究
」

「後
山
作
業
改
良

(採
炭
)
器
具
土
ハ」
「炭
函
ノ
改
良
」
の
よ
う
な
研
究
課
題
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が
出
さ
れ
て
い
る
。

当
時
は
、
国
際
労
働
条
約
に
よ
る
坑
内
夫
八
時
間
労
働
や
保
護
鉱
夫
の
深
夜
業
禁

止
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
保
護
鉱
夫
問
題
も
視
野
に
入
れ
た
研
究
課
題
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
池
に
お

い
て
創
業
以
来
当
該
期
ま
で
展
開
さ
れ
て
い
る

「作

業
能
率

ノ
増
進
」
は
、
拡
大
再
生
産
を
は
か
る
資
本
に
と

っ
て
は
当
然

の
課
題
で
も

あ
る
。

一
方
、
工
手
長
会
議
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
化
は
産
業
合
理
化
を
目
的
に

(単位;t)(三池鉱業所)稼働一人当出炭表表6

坑田万坑浦宮

一 人 当炭出稼働延人員一 人 当出 炭稼働延人員
年代

0.52669,4461,289,4070.47431,452915,4771920

0.51609,6961,202,6240.53367,196690,5531921

0.51580,0611,138,1950.58386,746667,6641922

0.50609,1171,208,7090.53471,107889,8901923

0.46552,0961,204,6230.49437,818899,3271924

0.53633,2661,185,8130.74652,354881,7501925

0.63660,9181,051,9170.88660,451746,8771926

0.68684,7981,005,1441.12783,772699,4981927

0.63684,9481,090,0421.28896,264701,7181928

0.60723,7851,207,7231.521,027,112674,3101929

0.68686,5181,009,6541.51926,678612,2731930

1.12704,380627,7361.84728,011394,9021931

1.30702,946540,4141.90753,048395,8011932

1.35811,169599,1451.93885,448457,7871933

1.45855,308587,8781.961,011,130517,ll31934

1.46861,187589,1081.961,100,994561,9991935

1.41804,662571,3371.831,102,840603,2861936

1.25939,404753,4181.741,325,997760,7171937

0.97872,597896,7891.621,406,643867,4641938

0.99956,545962,3771.481,448,589979,7071939

〈出典〉『三池 鉱 業所 沿革 史』、 第六 巻、保 安 課 四、三 井文 庫蔵 よ り引用 作成

一
九

二
八

(昭
和
三
)
年
頃
か
ら
本
格
化
す
る
能
率
増

進

・
安
全
運
動
の
基
盤
を
な
す
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
以

後

一
九
三
二

(昭
和
七
)
年
、
各
坑
に
お
い
て
能
率
研
究

会
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
、
三
池
に
お
け
る
能
率
増
進
に
関

す
る
組
織
化
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
先
述
の
よ
う
に

一
九

二
八
年
に
は
安
全
競
争
、

一
九
二
九

(昭
和
四
)
年
に
は

「無
駄
ナ
シ
週
間
」
に
と
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

次

の
表
6
は
三
池
鉱
業
所
宮
浦
坑

・
万
田
坑
に
お
け
る

一

人
当
出
炭
高
表
で
あ
る
。

表
に
よ
る
と

一
九
二
七
年
と

一
九
=
=

(昭
和
六
)
年

に
出
炭
能
率
が
上
が

っ
て
い
る
。
と
も
に
本
稿
に
お
け
る

第
二
期
と
第
三
期
の
画
期
に
相
当
す
る
わ
け
だ
が
、

一
九

二
七
年
は
機
械
化
が
具
体
化
し
た
時
期
、

一
九
三

一
年
は

先
述

の
合
理
化
に
よ
る
解
雇
が
行
な
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

こ
う
し
た
機
械
化
に
よ
る
人
員
整
理
も
能
率
増
進
、

つ
ま

り
産
業
合
理
化
の

一
環
と
と
ら
え
両
年
に
お
け
る
出
炭
能

率

の
上
昇
は
能
率
増
進
の
効
果
と
考
え
る
。

四
.
労
働
者
の

「自
発
的
」
安
全
運
動
-

第
三
期

"

安
全
運
動
の
過
渡
期

(
一
九
三
二
～

一
九
三
五
年
)

一
九
三
二

(昭
和
七
)
年
十

一
月
二

一
日
か
ら
三
日
間
、
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東
京
の
学
士
会
館
に
お
い
て
産
業
福
利
協
会
主
催
、
社
会
局
後
援
、
第

一
回
全
国
産

業
安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
の
辞
に

「
…
実
際
携
わ

っ
て
居
ら
る
る
人

々
が

一
堂
に
会
し
て
、
実
験
及
研
究
の
結
果
を
発
表

交
換
し
た
ら
ば
さ
ら
に
有
意
義
で
は

な
い
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
会
は
安
全
運
動

を
推
進
す
る
工
場
鑛
山
職
員
の
交
流

と
研
究

の
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
の
全
国
産
業
安
全
大
会

の
開
催
は
、

国
家
的
課
題
と
し
て
進
展
す
る
産
業
合
理
化
に
よ
り
労
働
者
が
整
理
さ
れ
る

一
方
で
、

安
全
運
動
の
よ
り

一
層
の
普
及
徹
底
を
は
か
る
目
的
も
あ

っ
た
と
考
え
る
。
よ

っ
て
、

こ
の
全
国
産
業
安
全
大
会
の
開
催
を
画
期
と
し
て
第
三
期
の
開
始
と
す
る
。

(
一
)
全
国
産
業
安
全
大
会
の
開
始

第

一
回
全
国
産
業
安
全
大
会

に
お
け
る
報
告
数
は
三
十
六
で
、
「当
所
に
於
け
る

災
害
と
安
全
運
動
の
実
際

株
式
会
社
芝
浦
製
作
所
鶴
見
工
場

伊
藤

昇
氏
」
「海
軍

炭
鉱
に
於
け
る
安
全
運
動
と
其
の
実
績
に
就

い
て
海
軍
燃
料
廠
採
炭
部
海
軍
技
師

猪

俣
昇
氏
」
な
ど
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
第

一
回
大
会
に
お
い
て
は
、
各

団
体
か
ら
十
四
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

い
く

つ
か
列
挙
す
る
と
、

「
一
、
安
全
係
及
安
全
委
員
会
普
及
の
件

財
團
法
人

産
業
福
利
協
会

二
、
安
全
博
物
館
資
料
蒐
集
の
件

同

三
、
産
業
安
全
講
習
会
開
催
に
関
す
る
件

山
梨
県
工
業
懇
話
会

四
、
労
働
者
災
害
扶
助
法
適
用
事
業
主
団
体
の
産
業
福
利
協
会
加
入
に
関
す
る
件

同

五
、
毎
年
行
ふ
全
国
安
全
週
間
の
期
日
に
関
す
る
件

鳥
取
県
工
場
協
会
」

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
、
翌
年
の
第

二
回
大
会
で
決
議
報
告
と
説
明
を
行

な

っ
て
い
る
が
、
安
全
博
物
館
資
料

の
蒐
集
や
移
動
式
博
物
館

の
設
置
に
つ
い
て
は
、

経
費
の
関
係
上
困
難
で
あ
る
旨
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
と
り
わ
け
産
業
福
利

協
会
提
案
の

「
一
安
全
係
及
安
全
委
員
会
普
及
の
件
」
は
、
安
全
運
動
第

一
期
か
ら

の
課
題
で
あ
り
、
安
全
委
員
会
普
及
に

一
定

の
限
界
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(
二
)
「自
発
的
」
安
全
委
員
会

の
組
織
化

各
工
場
鉱
山
に
お
い
て
安
全
委
員
会
設
置
に

一
定
の
限
界
が
み
ら
れ
る
中
、
既
存

の
安
全
委
員
会
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

一
九
三
八

(昭
和
十
三
)
年
の

『
西
日
本
に

於
け
る
産
業
福
利
施
設
』
に
は
、
二
八
ヶ
所
の
炭
鉱
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち

二
五
ヶ
所
に
安
全
委
員
会

の
設
置
が
確
認
さ
れ
る
。
中
で
も
古
河
西
部
下
山
田
炭

鑛

・
目
尾
炭
鑛
の
記
載
に
は
、
従
来

の
安
全
委
員
会
は
事
業
主
側
の
機
関
で
あ

っ
た

た
め
充
分
な
効
果
が
な
か

っ
た
。
そ
こ
で

「災
害

の
大
部
分
は
不
可
抗
力
に
あ
ら
ず

し
て
不
注
意
に
起
因
す
る
も
の
多
き
を
覚
る
に
至
り
結
局
災
害
防
止
の
徹
底
を
期
す

る
に
は
自
分
の
身
は
自
分
で
保
護
す
る
の
外
な
し
と
の
自
覚
心
」
が
芽
生
え
、
従
業

員
が

「自
発
的
」
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

っ
た
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
第
二
期
に
お
い

て
資
本
が
災
害
発
生
の
要
因
を

「労
働
者

の
不
注
意
」
と
し
て
労
働
者
層

へ
の
安
全

教
育
を
行

っ
た
の
を
う
け
て
、
当
該
期
で
は
労
働
者
自
ら
が
そ
の
論
理
を
内
面
化
し
、

「自
発
的
に
災
害
疾
病

の
防
止
に
精
進
し
た
る
結
果
著
し
く
成
績
向
上
す
る
に
至
れ

り
」
と

「自
発
的
」
安
全
運
動
に
転
換
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
三
井
三
池
宮
浦
坑
に
お

い
て
も

「昭
和
人
年
来
、
従
来
ノ
制
度

ハ
職
員
ノ
指
揮
命
令
ニ
ヨ
ル
他
動
的
ノ
モ
ノ
デ
ア
リ
、
災
害

防
止
運
動

ハ
、
元
来
従
業
員
自
身
ノ
問
題
デ
、
既
二
保
安
ノ
認
識
モ
進
ン
ダ
今
日
、
何
時

造
モ
外
部
カ
ラ
指
導
サ
ル
ベ
キ
デ

ハ
ナ
イ
。
宜
シ
ク
従
業
員
自
身
ヤ
ル
ベ
キ
デ
ア
リ
、
ヤ

ラ
ス
可
キ
デ
ア
ル
ト
云
フ
事
ニ
ナ
リ
、
八
年
所
長
会
議
ノ
申
合
セ

ニ
モ
此
ノ
事
ガ
決
メ
ラ

レ
テ
居
ル
。
斯
ク
シ
テ
純
自
治
団
ト
シ
テ
ノ
保
安
会

二
改
組
サ
レ
タ
今
度

ハ
会
ノ
役
員

ハ

全
部
従
業
員
カ
ラ
選
出
、
職
員

ハ
単

二
将
外

ニ
ア
ッ
テ
応
援
ス
ル
ニ
止
マ
ル
ノ
デ
ア
ル
。
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予
期
ノ
様

二
何
レ
ノ
方
面
ニ
モ
成
績
ヲ
挙
ゲ
タ
其

ノ
後
幾
多
ノ
変
革
ヲ
見
タ
ケ
レ
共
、
自

治
精
神

二
依
ル
点

ハ
一
貫
シ
テ
変
リ
ナ
ク
今
日
二
及
ン
デ
居
ル
。」

と
、
「従
業
員
自
身
ノ
問
題
」
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
純
自
治
団
と
し
て

「保
安

会
」
に
改
組
さ
せ
ら
れ
る
。
同
様
に
三
井
田
川
に
お
い
て
も
、

「…
(略
)
…
三
井
田
川
鑛
業
所
に
あ
り
て
は
昭
和
四
年

一
月
安
全
委
員
會
を
創
設
し
爾
来

従
業
員
に
於
て
も
自
治
的
に
協
力
し
て
安
全
運
動
を
継
続
し
災
害
防
止
に
腐
心
し
い
た
り

し
が
、
昭
和
七
年
に
入
り
て
従
業
員
の
自
襲
的
安
全
自
治
團
髄
組
織
の
気
運
台
頭
し
来
り
、

同
年
十
月
以
降
相
継
い
で
各
坑
に
従
業
員
の
自
治
安
全
會
の
成
立
を
見
る
に
至
れ
り
。
鑛

業
所
は
自
治
安
全
會
の
組
織
に
當
り
て
は
其
計
画
等
全
然
従
業
員
の
獲
意
に
任
せ
敢
て
攣

肘
を
加

へ
ず
、
職
員
は
側
面
よ
り
指
導
援
助
し
其
獲
展
強
化
を
計
る
に
止
め
た
り
。
」

と
、
従
業
員
に
よ
る

「自
発
的
」
組
織
に
安
全
委

員
会
が
再
編
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(三
)
「自
発
的
」
能
率
増
進
と

「考
案
制
度
」

安
全
委
員
会
に
お
い
て

「自
発
的
」
組
織
に
再
編
さ
れ
た

の
と
並
行
し
て
、
能
率

増
進
運
動
に
お
い
て
も

「自
発
的
」
動
向
が
あ

ら
わ
れ
る
。
従
業
員
考
案
制
度
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
の
考
案
制
度
に
よ
り
、
「労
働
者
ノ
事
業

二
対

ス
ル
積
極
的
関
心
ヲ

喚
起
シ
、
産
業
的
自
覚
ヲ
促
ス
ト

ユ
ー

コ
ト

コ
ソ
考
案
奨
励

二
依

ッ
テ
得

ル
最
大
ノ

収
穫
デ
ア
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
」
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
三
池
鉱
業
所
で
は
、

一
九
三

一
(昭
和
六
)
年
に
各

工
場
で
考
案
奨
励
規
定
を
制
定
し
た
。

「従
業
員
ノ
自
発
的
発
動
ヲ
助
成
ス
ル
為
メ
考
案
奨
励
ノ
根
本
ヲ
三
井
鉱
山
各
事
業
所
二
於

ケ
ル
従
業
員
ノ
組
合
デ
ア
リ
、
労
資
協
調
、
能
率
増
進
ノ
機
関
デ
ア
ル
共
愛
組
合
ナ
ル
団

体

二
置
キ
審
査
及
表
彰
ノ
総
テ
ノ
道
程
二
於
テ
之

二
関
与
セ
シ
ム
ル
事

ニ
シ
タ
。
殊
二
審

査
委
員
会
ノ
如
キ
モ
共
愛
組
合
ヲ
母
体
ト
シ
テ
構
成
シ
同
組
合
自
体
ヲ
能
率
運
動
ノ
重
要

ナ
ル
一
方
面
タ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
留
意
シ
タ
。
」

と
、
「共
愛
組
合
考
案
委
員
会
」
「中
央
考
案
審
査
委
員
会
」
を
設
け
て
考
案
奨
励
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
労
働
者
層
に

「自
発
的
」
能
率
増
進
を
普
及

・
浸
透
さ
せ
る
目
的

で
取
り
組
ま
れ
た
こ
の
制
度
で
、

一
九
三
三

(昭
和
八

)
年
四
月
ま
で
に
三
二
八
件

の
考
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
約
半
数
が
、
賞
金
及
び
賞
状
を
授
与
さ
れ

て
お
り
、
考
案
提
出
者
に
は

「三
池
鑛
業
所
四
山
坑

仕
上

山

口
幸
徳
」
「三
池
鑛

業
所
四
山
坑

鍛
冶

猿
渡
浅
雄
」
な
ど

一
般
の
労
働
者
層
も
参
加
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

ま
た

「三
池
鑛
業
所
考
案
規
則
」
に
よ
る
と
、

「1

三
池
鉱
業
所
各
共
愛
組
合
制
組
合
員

ニ
シ
テ
作
業
上
能
率
増
進
、
無
駄
排
除
、
廃
物

利
用
、
安
全
施
設
、
生
産
品
質
ノ
改
良
、
其
他
事
業
上
有
益
ナ
ル
考
案
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ワ

考
案
審
査
委
員
会
ノ
審
査
ヲ
経
、
従
業
員
賞
与
内
規

二
基
キ
之
ヲ
表
彰
ス
…
(略
)
…
」

と
、

こ
の
考
案
制
度
に
は

「無
駄
排
除
」
「廃
物
利
用
」
「安
全
施
設
」
な
ど

一
連
の
能

率
増
進
運
動
を
労
働
者
層
に
自
覚
さ
せ
、
普
及
せ
し
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

(四
)
労
働
者
に
み
る
安
全
運
動

こ
こ
で
は
、

一
九
三
三

(昭
和
八

)
年
四
月
、
日
本
鉱
山
協
会
福
岡
地
方
常
務
委

員
会
主
催
の

「筑
豊
主
要
炭
鉱
夫
座
談
会
」
の
発
言
を
分
析
す
る
。

こ
の
座
談
会
は

一
八
炭
鉱
四

一
名
が
出
席
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
採
炭
夫

・
支
柱
夫
な
ど
の

一
般
労

働
者
層
で
あ
る
。

こ
の
座
談
会

の
趣
旨
は
、

「私
達
は
国
家
非
常
時
に
際
し

一
層
精
神
の
緊
張
を
は
か
り
能
率
増
進
、
災
害
防
止
に
努
力

し
以
て
誓
旨
に
報
い
奉
ら
ん
事
を
期
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
由
来
安
全
運
動
は
稼
働
者
の

自
覚
と
其
の
自
獲
的
活
動
に
侯

つ
べ
き
物
で
あ

っ
た
が
、
従
来
主
と
し
て
災
害
に
関
す
る

注
意
の
喚
起
、
災
害
防
止
に
関
す
る
智
識
の
注
入
等
に
努
力
し
、
稼
働
者
自
ら
振
い
立

っ

て
之
が
為
に
活
動
せ
ん
と
す
る
精
神
力
の
喚
起
に
は
た
い
し
た
力
が
注
が
れ
て
居
な
か
っ
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た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
幸
に
し
て
昨
年
頃
よ
り
安
全
運
動
が
か
か
る
方
向
に
気
運
を

変
換
し
て
来
た
か
の
よ
う
に
見
へ
て
来
ま
し
た
の
で
、
此
の
際

一
層
之
を
教
化
助
長
せ
し

め
ん
が
為
め
本
日
の
會
合
が
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
従
来

の
安
全
運
動
が

「注
意

の
喚
起
」
「智
識

の
注
入
」
で

あ

っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
本
来
は

「自
発
的
活
動
」
で
あ
る
べ
き
と
述

べ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の

「自
発
的
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

「(一二
井
田
川
松
岡
君
)
…
最
近
能
率
は
相
当
に
上
が
っ
た
が
災
害
は
其
割
に
減
少
し
て
お

ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
、
之
は
真
の
能
率
増
進
で
は
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
そ
れ

で
炭
坑

へ
も
設
備
の
改
善
を
御
願
い
し
た
の
で
あ
り
ま
す
、
幸
に
三
井
田
川
は
設
備
の
点

で
は
最
も
進
ん
で
居
る
と
思
ひ
ま
す
、
然
し
設
備
は
い
く
ら
完
全
に
し
て
も
や
る
人
が
其

の
気
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
効
果
が
上
が
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
會
社
と
相
談
し

て
安
全
運
動
は
会
社
の
手
よ
り
離
れ
自
治
制
と
し
て
我
々
の
力
で
や

っ
て
行
く
事
に
致
し

ま
し
た
。」

こ
の
頃
、
多
く
の
炭
鉱
で

「自
発
的
」
安
全

運
動
を
導
入
す
る
背
景
に
は
、
前
述

の
よ
う
に
安
全
運
動
の
推
進
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
災
害
防
止
に
限
界
が
あ
る
と

い
う
状
況
が
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

っ
て
、
設
備
改
善
以
外
の
方
法
で
安

全
運
動
を
効
果
あ
る
運
動
に
転
化
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
労
働
者
自
身

の
意
識
を
喚

起
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
第

二
期
に
お
い
て
、
労
働
災
害
防
止
の
要

因
に

「労
働
者

の
注
意
力
」
が
あ
が
り
、
安
全
運
動
は
労
働
者
の
問
題
と
と
ら
え
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
第
三
期
で
は
な
お

一
層
進
ん
で
、
安
全
運
動
は
労
働
者
の

問
題
な
の
だ
か
ら
労
働
者
自
ら
が
解
決
ず

べ
き

で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
時
に
自
発
的
安
全
運
動
が
展
開
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
負
傷
者
は
負
傷
の

原
因
を
自
分
自
身
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
。

「其
の
結
果

(負
傷
者
査
問
会
)
に
よ
る
と
何
時
で
も
其
大
部
分
は
不
可
抗
力
で
は
な
く
し

て
、
注
意
さ
え
す
れ
ば
防
止
す
る
事
の
出
来
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
負
傷
者

は
申
し
ま
す

『
ど
う
も
相
済
み
ま
せ
ん
、
あ
の
時
の
方
法
を
誤
っ
た
か
ら
斯
様
に
な
り
ま

し
た
、
斯
く
す
れ
ば
よ
か
っ
た
も
の
を
私
の
至
ら
な
い
所
か
ら
皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
ま

す
』
と
、
自
ら
失
策
を
話
す
の
で
あ
り
ま
す
。」

に
、
そ
の
こ
と
は
読
み
取
れ
る
。
で
は
、
自
発
的
活
動
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
も

の
か
。

「(中
鶴
炭
鉱
桑
原
君
)
…
私
が
す
ま
ん
會
と
い
う
会
を
催
し
て
両
方
力
を
共
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
す
ま
ん
會
の
主
旨
は
災
害
防
止
、
能
率
増
進
、
同
僚
親
善
と
云
う
こ
と
に
あ
る
の
で

す
が
、
主
旨
の
徹
底
す
る
為
に
か
う
云
綱
領
を
作

っ
て
守
る
様
に
致
し
て
い
ま
す
。
(
一
)

国
民
と
し
て
働
か
ね
ば
す
ま
ん

(二
)
会
社
の
規
則
は
守
ら
に
ゃ
す
ま
ん

(三
)
不
行
儀

な
事
を
し
て
會

の
不
面
目
と
成
る
よ
う
な
事
を
し
て
は
会
員
に
た
い
し
て
す
ま
ん

(四
)

不
注
意
の
為
怪
我
を
し
て
は
会
員
と
し
て
す
ま
ん

(五
)
自
力
を
更
生
し
、
人
に
ま
け
て

は
す
ま
ん

(六
)
機
械
器
具
は
大
切
に
せ
ね
ば
す
ま
ん

(七
)
係
役
員
の
命
を
守
り
切
端

は
善
く
せ
ね
ば
向
方
に
も
す
ま
ん

(八
)
同
僚
仲
よ
く
し
て
自
己
の
本
分
を
全
う
し
能
率

を
上
げ
ね
ば
す
ま
ん

(九
)
世
間
の
人
に
笑
わ
れ
る
よ
う
な
事
で
は
会
員
と
し
て
す
ま
ん

(十
)
親
に
孝
、
夫
婦
仲
善
く
、
人
に
は
好
く
交
わ
り
家
庭
円
満
に
せ
ね
ば
人
の
義
の
道
に

す
ま
ん
…
」

「す
ま
ん
會
」
と
い
う
自
主
的
な
会
を
組
織
す
る
の
だ
が
、
そ
の
主
旨
は

「災
害
防

止
、
能
率
増
進
、
同
僚
親
善
」
と
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
会
社

の
規
則
を
守
り
、
怪

我
を
せ
ず
、
係
役
員
に
従
順
で
、
同
僚
と
協
力
し
、
自
己
の
本
分
を
守
り
、
能
率
よ

く
働
く
模
範
的
労
働
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
親
孝
行
で
夫
婦
相
和
し
、
家
庭
円
満
の

家
庭
人
で
あ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
「自
発
的
」
活
動
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の

活
動
は
国
家

の
た
め
、
会
社
の
た
め
に
尽
す
と
い
う
内
容
な
の
で
あ
る
。

「(下
山
田
南
君
)
…
我
々
炭
坑
従
業
員
は
現
時
日
本
の
情
勢
に
鑑
み
各
自
は
此
の
運
動
に
自
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覚
し
て
、
身
腔
を
健
全
に
し
て
会
社
の
為
、

一
家
の
為
、
大
は
大
日
本
帝
国
の
為
に
尽
く

す
事
に
務
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
安
全
運
動
の
徹
底
発
展
に
逼
進
す
る
事
が
急
務
と
痛
感
し
居

る
の
で
有
り
ま
す
。」

と
い
う
発
言
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
、
第
三
期
安
全
運
動
の
特
徴
で
あ
る

「自
発
的
」
活
動
と
は
、
①
労
働
災
害

の
要
因
を
よ
り

一
層
労
働
者
に
転
嫁
す
る
も

の
で
あ
り
、
②
会
社
の
た
め
、

一
家
の

た
め
、
国
家

の
た
め
に
尽
す
事
で
あ
り
、
ま
さ
に
擬
制
的
自
発
性
で
あ
る
。

し
か
し

こ
の

「自
発
的
」
と

い
う
言
葉
を
も

つ
こ
と
に
よ

っ
て
、
安
全
運
動
が
国
家
や
資
本

に
よ
る
上
か
ら
の
運
動

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
自
ら
の
運
動

で
あ
る
か

の
よ
う
に
、
多
く
の
炭
鉱
で

「自
発
的
」
安
全

委
員
会
と
い
う
組
織
再
編
が
な
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

(五
)
「自
発
的
」
安
全
運
動

小
括

第
二
期
が
資
本
か
ら
労
働
者

へ
の
安
全
運
動

と
特
徴
づ
け
る
な
ら
ば
、
第
三
期
は
、

労
働
者
自
身
に
よ
る

「自
発
的
」
安
全
運
動
及
び
能
率
増
進
運
動
の
時
期
と
特
徴
づ

け
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の

「自
発
的
」
は
、
前
節
で
み
た
よ
う
な
擬
制
的
自
発
性

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
資
本
が

「自
発
的
」
を
呼
び
か
け
、
労
働
者
が
そ
れ
を
受
容

し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
安
全
運
動
及
び
能
率
増

進
運
動
は
管
理
職
の
運
動
か
ら
、
広

く
労
働
者
層
に
浸
透
す
る
契
機
と
な

っ
た
と
考

え
る
。
第
三
期
は
、
安
全
運
動

・
能

率
増
進
運
動
が
職
員
層
か
ら
労
働
者
層
に
普
及

・
浸
透
す
る
時
期
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
、
そ
の
労
働
者
層
は
ま
だ
全
階
層
で
は
な

く
、
「す
ま
ん
會
」
の
内
容
に
も
現
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
会
社

の
意
図
す
る
方
針
に
沿
う
こ
と
が
で
き
る
模
範
的
労
働
者

層
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、

「自
発
的
」
を
提
唱
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

「安
全
自
治
隊
」
・
「安
全
自
治

會

」
な

ど

、

安
全
委
員
会
の
組
織
再
編
が
行
な
わ
れ
た
。

五
.
国
家
か
ら
資
本
と
労
働
者

へ
の
安
全
運
動
-

第

四
期

"
安
全
運
動
の
変
質

期

(
一
九
三
六
～

一
九
四
〇
年
)

い
わ
ゆ
る
準
戦
時
体
制
に
入
り

「非
常
時
」
が
長
期
化
す
る
中
、
安
全
運
動
の
推

進
母
体

で
あ
る
産
業
福
利
協
会

は
組
織
再
編
を
お
こ
な
う
。

一
九
三
六

(昭
和

一

一
)
年
五
月
を
も

っ
て
、
協
調
会
内
に
合
併
さ
れ
同
会

の
産
業
福
利
部
と
な
る
の
で

あ
る
。
こ
の
協
調
会
産
業
福
利
部
の
設
置
か
ら
国
家
に
よ
る
産
業
統
制
の
も
と
同
部

が
大
日
本
産
業
報
国
会
に
吸
収
さ
れ
る

一
九
四
〇

(昭
和

一
五
)
年
ま
で
を
第
四
期

i
安
全
運
動
の
変
質
期
と
す
る
。

(
一
)
協
調
会
産
業
福
利
部
の
設
置
か
ら
大
日
本
産
業
報
国
会

へ
の
編
入

安
全
運
動

の
主
導
的
立
場
に
あ

っ
た
産
業
福
利
協
会
は
、

一
九
三
六

(昭
和

一

一
)
年
五
月
、
協
調
会
に
吸
収
さ
れ
同
会
の
産
業
福
利
部
と
な
る
。
こ
の
合
併

の
趣

旨
は
、

「…
(略
)
…
翻

っ
て
我
国
に
於
い
て
は
内
務
省
社
会
局
内
に
産
業
福
利
協
会
が
創
立
さ
れ
て

よ
り
約
十
年
此
運
動
に
没
頭
し
来

っ
て
よ
り
産
業
安
全
運
動
其
他
我
国
に
著
し
き
進
展
の

跡
を
残
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
猶

一
層
之
を
充
実
せ
ん
と
す
る
社
会
局
並
産
業
福
利
協
会

当
局
の
意
思
は
図
ら
ず
も
協
調
会
が
今
回
発
起
し
て
新
な
る
方
針
を
立
て
、
此
運
動
に
没

頭
せ
ん
と
す
る
熱
意
と
相
投
じ
薙
に
両
社
の
合
併
を
見
る
に
至
り
協
調
会
内
に
産
業
福
利

部
を
特
設
し
、
…
(略
)
…
社
会
局
と
相
協
力
提
携
し
て
我
邦
産
業
の
円
満
に
し
て
健
全
な
る

進
展
の
為
に
我
国
産
業
の
安
全
衛
生
其
他

一
般
産
業
福
利
運
動
の
発
達
に
適
往
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
」

と
、
産
業
福
利
協
会
と
協
調
会

の
組
織
統
制
を
は
か

っ
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
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一
九
三
七

(昭
和

一
二
)
年
九
月
の
国
民
精
神
総
動
員
の
内
閣
告
諭
に
対
し
て
、
協

調
会
常
務
理
事
と
な

っ
た
蒲
生
俊
文
は
、

「政
府
は
今
や
国
民
精
神
総
動
員
の
運
動
を
提
げ
て
街
頭
に
出
た
の
で
あ
る
。
我
等
工
業
人

は
雇
主
と
従
業
員
の
区
別
は
無
い
。
各
々
其
分
担
を
通
じ
相
共
に
工
業
人
と
し
て
の
重
責

を
完
う
し
て
其
関
す
る
世
界
の
範
囲
に
於
い
て
反
省
と
自
覚
と
而
し
て
緊
張
と
を
以

っ
て

工
業
報
国
の
一
途
に
奮
励
遇
進
し
よ
う
で
は
無
い
か
。
」

と
、
労
資

一
体
を
も

っ
て
国
民
精
神
総
動
員
運
動

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
そ

し
て
、

一
九
四
〇

(昭
和

一
五
)
年
八
月
の
近
衛
声
明
に
際
し
て
は
、
「新
体
制

の
基

本
観
念
は
始
め
に
余
が
巳
に
述
べ
た
る
処
と
同

一
で
あ
る
こ
と
は
之
等
の
語
に
よ

っ

て

一
層
明
瞭
と
な

っ
た
。
」
と
述

べ
、
「我
々
産
業
人
は
其
分
担
の
全
体
性
と
其

の
任

務
の
重
大
な
る
こ
と
を
認
識
し
、
黙

々
と
し
て
其
任
務
の
完
遂
に
逼
進
し
依
て
以
て

国
家
究
極
目
的
の
達
成
に
翼
賛
す
べ
き
で
あ

っ
て
」
と
、
全
く
賛
意
を
示
し
、
産
業

人
と
し
て
国
家

の
新
体
制
に
組
す
べ
き
姿
勢
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

一
一
月
、
大

日
本
産
業
報
国
会
が
成
立
し
、
協
調
会
産
業
福
利
部
も
吸
収
さ
れ
る
。

こ
の
時
、
蒲

生
俊
文
は
同
会
労
務
局
安
全
部
長
と
な
る
。

ま
た
蒲
生
は
、
「我
邦
安
全
運
動
其
者
が

一
の
精
神
運
動
た
る
点
に
存
す
る
の
で

あ
る
。
物
的
方
策
其
者
も
亦
只
こ
の
精
神
運
動

の

一
発
露
と
し
て
始
め
て
力
強
さ
を

生
ず
る
の
で
あ
る
。
」
と
安
全
運
動
を
精
神
運
動
と
し
、

「精
神
が
施
設
に
先
行
す
」

と
精
神
の
大
切
さ
を
主
張
す
る
。
第

二
期

に
は
、
災
害

の
要
因
を
労
働
者

の
不
注

意

・
不
摂
生
と
し
、
「安
全
は
家
庭
か
ら
」
と
労
働
者
の
生
活
領
域
に
ま
で
介
入
し
、

第
三
期
に
は

「自
発
性
」
を
主
張
し
た
安
全
運
動
で
あ
る
が
、
当
該
期
に
至

っ
て

一

層
労
働
者

の
内
面
に
入
り
、
精
神
主
義
的
傾
向

を
強
め
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
第
四
期
の
安
全
運
動
は
、
産
業
福
利
協
会
が
翼
賛
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る

一
連
の
流
れ
の
中
で
、
国
家
主
義
的
、
精
神
主
義
的
運
動

へ
と
変
質
す
る
時
期
と
定

義

で

き

よ

う

。

(二
)
日
本
能
率
聯
合
会
に
お
け
る

「無
駄
ナ
シ
週
間
」
の
取
り
組
み

一
九
三
六

(昭
和

一
一
)
年
五
月
、
日
本
能
率
聯
合
会
第
九
回
大
会
に
お
い
て
、

「協
力

一
致
能
率
報
国

二
努
メ
、
以
テ
無
窮
ナ

ル
我
ガ
国
体
ノ
精
華
ヲ
顕
揚
セ
ン
コ

ト
ヲ
期
ス
」
と
、
「国
家
非
常
時

二
処

ス
ル
吾
人
ノ
覚
悟
」
と
題
し
た
宣
言
が
発
表
さ

れ
る
。
翌

一
九
三
七

(昭
和

一
二
)
年
の
第

一
〇
回
大
会
で
は
、
日
本
能
率
聯
合
会

の
創
立

一
〇
年
を
記
念
し
て
、
二

つ
の
大
会
決
議
を
行
な

っ
て
い
る
。

一
つ
は

「研

究
強
化

二
関

ス
ル
決
議
」
、
も
う

一
つ
は

「原
材
料
無
駄
ナ
シ
運
動
ノ
提
唱
」
で
あ
る
。

「天
然
資
源

二
乏
シ
キ
我
国
ワ
今
ヤ
準
戦
時
体
制
下
」
に
あ
る
た
め
、
「原
材
料
ノ
使

用
及
ビ
取
扱
方

ノ
徹
底
的
合
理
化

二
依

ル
節
約
並

二
活
用
」
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
具
体
策
と
し
て
、
福
岡
県
能
率
協
会
が
先
駆
で
あ
る

「無

駄
ナ
シ
週
間
」
を
同
年
、
全
国
的
に
拡
大
さ
せ
た
。
そ
の
際
の
標
語
は

「非
常
時
乗

リ
切
レ
無
駄
省
ケ
」
「熱
ダ
努
力
ダ
無
駄
退
治
」
「無
駄
ナ
キ
生
活
明
ル
イ
家
庭
」
で
あ

る
。
同
時
に
発
表
さ
れ
た
共
同
宣
言
に
は
、

「我
々
ハ
国
内
二
在
リ
テ
此
ノ
非
常
国
難
打
開
ノ
為
、
特

二
原
材
料
ノ
節
約
、
活
用
二
努
ム

ル
ト
共
二
協
力

一
致
、
ア
ラ
ユ
ル
無
駄
ヲ
臓
減
シ
テ
産
業
報
国
ノ
至
誠
ヲ
尽
シ
、
以
テ
銃

後
ノ
護
リ
ヲ
固
メ
後
顧
ノ
憂
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
」

と
あ
り
、
ま
さ
に
非
常
時
局
に
対
し
た
全
国
的
産
業
報
国
運
動
と
な

っ
た
。

最
初
に
実
施
し
た
福
岡
県
で
は
、
「鑛
山
側
」
日
程
と
し
て

一
〇
月
三
日
～
九
日
ま

で
を
、

「第
1
日

(日
)
家
庭
無
駄
ナ
シ
日

第
2
日

(月
)
整
理
整
頓
日

(無
駄
探
シ
日
)

第
3

日

(火
)
原
材
料
節
約
活
用
日

(古
材
料
利
用
日
)

第
4
日

(水
)
無
駄
時
間
ナ
シ
日

第

5
日

(木
)
落
炭
防
止
日

第
6
日

(金
)
満
函
硬
ナ
シ
日

第
7
日

(土
)

満
函
硬
ナ
シ

一
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日

(備
考
)
」

さ
ら
に
、
「家
庭
無
駄
ナ
シ
週
間
実
施

ノ
向

ハ
」
、

「第
1
日
不
要
品
整
頓
日

第
2
日
台
所
無
駄
退
治
日

第
3
日
戸
棚
押
入
取
片
付
日

第

4
日
置
場
所
置
方
工
夫
日

第
5
日

無
駄
時
間
退
治
日

第
6
日
節
約
日

(無
駄
使
ナ

シ
日
)

第
7
日
家
庭
団
簗
日
」

と
提
示
し
て
い
る
。
「実
施
方
針
」
に
お
い
て
は
、
「成
ベ
ク
家
庭
方
面

ニ
モ
及
ボ
シ
非

常
時
局

二
対
ス
ル
覚
悟
ト
浪
費
節
約
ノ
實
ヲ
挙
グ

ル
コ
ト
」
と
、
家
庭
も
含
め
た
産

業
報
国
運
動
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

ま
た
、

一
九
三
七

(昭
和

一
二
)
年
の
盧
溝

橋
事
件
を
う
け
て
、
日
本
能
率
聯
合

会
は

『産
業
能
率
』
八
月
号
で

「非
常
時
局

二
対

ス
ル
宣
言
」
を
行
な

っ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、

「1
.
非
常
時

二
対
ス
ル
産
業
部
門
ノ
統
制
管
理
二
関
シ
テ
ワ
、
本
會
ノ
指
導
原
理
二
基
キ

此
際

一
層
能
率
ノ
増
進
ヲ
計
リ
鋭
意
公
私
経
済
ノ
合
理
的
改
善
二
努
力
ス
ル
コ
ト
.

2
.
時
局

ニ
ヨ
ル
軍
需
品
製
造
ノ
激
増
及
全
般
二
亙
ル
生
産
力
拡
充
ノ
国
策
遂
行
上
特
二

原
料
及
材
料
ノ
徹
底
的
無
駄
排
除

二
力
ヲ
致
ス
コ
ト
…
(略
)
…
」

と
、
非
常
時
に
お
け
る
能
率
増
進
と
軍
需
品
製
造
に
備
え
て
原
材
料
の
無
駄
排
除
が

提
唱
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
時
局

を
反
映
し
て
日
本
能
率
聯
合
会
は
進

ん
で
安
全
運
動
に
協
力
し
て
い
く
。
第
十
回
全

国
安
全
週
間
を

『
産
業
能
率
』
で
紹

介
し
、
次

い
で

一
九
三
八

(昭
和

=
二
)
年
第

一
一
回

「国
民
精
神
総
動
員
全
国
安

全
週
間
」
に
際
し
て
は
、
『
産
業
能
率
』
で
特
集
を
組
ん
で
い
る
。

日
本
能
率
聯
合
会
自
体
は
、

一
九
四
二

(昭
和

一
七
)
年

「商

工
省
主
催
ノ
下

二

陸
海
軍
当
局
ノ
賛
助

ニ
ヨ
リ
」
日
本
工
業
協
会

と
日
本
能
率
聯
合
会
を
主
体
と
し
た

日
本
能
率
協
会
と
な
る
。

(三
)
安
全
委
員
会
の

「保
安
隊
」
へ
の
再
編
成

一
九
三
七

(昭
和

一
二
)
年
の

『産
業
福
利
』
に
お
い
て
は
、
安
全
委
員
会

の
三

つ

の
組
織
体
制
、

つ
ま
り
安
全
委
員
会
の
み
の

一
級
制

・
中
央
安
全
委
員
会
と
各
工
場

安
全
委
員
会

の
二
級
制

・
総
括
的
中
央
安
全
委
員
会
と
中
央
安
全
委
員
会
そ
し
て
各

工
場
安
全
委
員
会
の
三
級
制
を
提
示
し
、
組
織
間

の
連
絡

・
意
志
伝
達
経
路

の
充
実

を
推
奨
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「各
従
業
員
を
交
替
し
て

一
度
安
全
委
員
の
仕
事
を
担
当
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
全
委

員
の
立
場
、
そ
の
意
向
、
其
不
便
等
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
理
解
し
た
な
ら
ば
や
が
て
其
職
を

去
っ
た
後
も
其
後
任
の
安
全
委
員
の
苦
労
を
同
情
し
て
協
力
す
る
心
構

へ
が
出
て
く
る
で

あ
ら
う
。
是
れ
即
ち
安
全
教
育
の

一
形
式
で
あ
っ
て
、
『安
全
は
協
力
よ
り
』
の
実
現
の
為

の
第

一
歩
で
あ
る
。
」

と
安
全
運
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
た
め
に
、
全
従
業
員
を
交
替
で
安
全
委
員
に
任

命
す
る
方
法
を
提
示
し
て
い
る
。
加
え
て

「安
全
係
員
の
資
格
」
も
明
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
人
物
像
は
、
安
全
運
動
の
意
義
を
国
家

・
資
本

・
個
人
の

立
場
で
と
ら
え
ら
れ
る
人
物
で

「人
望
が
あ
る
こ
と
」
「人
格
者
た
る
こ
と
」
「判
断
力

が
豊
富
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
先
の

『
西
日
本
に
於
け
る
産
業
福
利
施
設
』
に
よ
る
と
、
「非
常
時
局
」
を

背
景
と
し
た
も
う

一
つ
の
安
全
委
員
会
の
再
編
が
見
ら
れ
る
。
高
松
炭
礦

に
お
け
る

「破
務
隊
、
共
安
隊
は
全
作
業
従
業
員
を
網
羅
し
軍
隊
的
統
制

の
下
に
災
害
防
止
に

努
め
て
い
る
」
、
明
治
鉱
業
平
山
鉱
業
所

「常
設
安
全
委
員
二
五
七
名
を
選
任
し
稼

働
者
を
軍
隊
式
に
隊
班
に
分
ち
防
災
運
動
に
積
極
的
活
動
を
な
し
居
れ
り
」
な
ど
が

そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
貝
島
鉱
業

の
大
ノ
浦
炭
礦

で
は
、

一
九
三
四

(昭

和
九
)
年
九
月
従
来

の
安
全
組
合
を
解
散
し
、
第
三
磧
防
災
団
を
組
織
し
た
と
あ
る
。

そ
れ
は
、
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「従
来
ノ
安
全
運
動
ハ
自
発
的
精
神
ノ
基
二
立
脚
セ
ル
モ
ノ
ト
ハ
云
ヒ
難
ク
、
未
ダ
係
員
教

育
ノ
域
ヲ
出
ザ
ル
状
態
ナ
リ
キ
…
自
覚
ア
ル
労
務
者
ヲ
モ
多
数
幹
部
ト
セ
ル
処
ノ
軍
隊
組

織
ト
ナ
シ
、
専
任
ノ
防
災
係

一
名
ヲ
置
キ
教
育
並

二
運
動

二
就
キ
立
案
計
画
ヲ
ナ
サ
シ
メ

上
下

一
体
ト
ナ
リ
テ
自
発
的
安
全
運
動
ハ
起
サ
レ
タ
リ
」

こ
の
他
に
、
別
働
隊
と
し
て

「防
災
奉
仕
隊
」
「自
治
安
全
団
」
「安
全
教
護
団
」
な
ど

を
組
織
し
、

一
九
三
九

(昭
和

一
四
)
年
六
月
に

は
、
「第
三
磧
磧
業
報
国
会
」
を
結

成
す
る
。

こ
れ
ら
は

「非
常
時
」
を
背
景
に
、
炭
鉱
安
全
委
員
会
の
軍
隊
的
組
織
化
が
見
て

取
れ
る
。
「自
発
的
」
を
大
義
名
分
に
し
て

「全
従
業
員
を
以

っ
て
組
織
」
し
て
い
る

点
が
第
三
期
と
同
様
で
あ
る
が
、
軍
隊
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
下
層

の
労
働
者
層
の
組
み
入
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

(四
)
資
本

・
労
働
者

・
家
庭

の
三
位

一
体
に
よ

る
安
全
運
動
ー

小
括
-

第
四
期
は

「国
家
奉
公
」
を
目
的
と
し
た
安
全
運
動
が
展
開
す
る
。
非
常
時
に
よ

る
増
産
体
制
、
そ
れ
に
よ
る
労
働
強
化

・
労
働
時
間

の
延
長
、
そ
し
て
急
激
な
生
産

拡
張
の
た
め
の
不
熟
練
工
の
増
加
な
ど
に
よ
る
労
働
災
害
が
増
加
す
る
の
で
あ
る
。

社
会
局
は
、
そ
れ
ら
に
対
処
す
べ
く

「安
全
運
動
の
再
吟
味
」
「合
理
化
」
を
図
る
。

そ
れ
は

「即
ち
各
工
場
に
於
け
る
工
場
主
及
従
業
員
の
双
方
に
於
て
自
発
的
工
場
安

全

の
実
際
的
研
究
及
実
行
の
手
段
が
講
ぜ
ら
れ
な
い
間
は
安
全
の
確
立
は
望
ま
れ
な

い
。
」
と
し
、
そ
の
た
め
の
三
要
素
と
し
て
、

「
一
、
事
業
主
と
工
場
従
業
員
と
が
真
に
国
家
奉
公

の
念
に
基
づ
く
産
業
協
力
の
精
神
に
出

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と

二
、
右
の
産
業
協
力

の
精
神
に
基
づ
き
真
に
工
場
安
全
の

問
題
を
研
究
実
行
し
て
行
く
組
織
体
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

三
、
右
各
工
場
内
の
組

織
体
を

一
産
業
部
門
又
は
地
域
毎
に
総
合
し
更
に
之
を
全
国
的
に
組
織
化
す
る
こ
と
」

を
提
案
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
非
常
時
ゆ
え
に

「国
家
奉
公
」
を
目
的
に
労
資

一
体

と
な

っ
た
安
全
運
動
に
組
織
を
再
編
成
し
、
統
制
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ

こ
で
い
う
労
資

一
体
と
は
、
第
二
期
の
資
本
か
ら
労
働
者
に
求
め
る
労
資

一
体
で
は

な
く
、
国
家
が
資
本
と
労
働
者
に
求
め
る
労
資

一
体
で
あ
る
点
に
注
意
し
て
お
き
た

い
。
以
下
は
、
社
会
局
長
官
の
全
国
安
全
週
間
に
際
し
た
ラ
ジ
オ
放
送
で
あ
る
。

「現
代
の
工
場
は
皆
さ
ん
の
工
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
家
の
工
場
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
鉱

山
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
家
の
鉱
山
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
工
事
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
国

家
の
工
事
場
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
皆
さ
ん
の
作
業
場
を
安
全
化
し
、
健
全
化
す
る
こ
と

は
、
国
家
に
対
す
る
勤
め
で
あ
る
と
考
え
て
貰
い
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
」

と
、
資
本
に
は

「国
家
の
工
場
鉱
山
」
で
あ
る
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
労
働

者
に
は

「現
代
産
業
の
躍
進
を
知
と
汗
と
で
支
持
し
つ
㌧
あ
る
労
働
者
諸
君
、
諸
君

は
先
づ
国
家
生
産
力
の
源
泉

で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
て
貰

い
た
い
の
で
あ
り
ま
す
」

と

「国
家
の
労
働
者
」
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
「斯
く
し
て
お
互
い
に
心
を
合
わ
せ
て

注
意
を
払
い
、
お
互
い
の
身
を
護
る
こ
と
は
国
家
に
御
奉
公
申
し
上
げ
る
所
以
で
あ

る
こ
と
を
考
え
て
産
業
安
全
化
の
た
め
に
努
力
し
て
頂
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、

産
業
安
全
化
は
労
資
と
も
に

「国
家
に
御
奉
公
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。

こ
の
よ
う
な
労
資

一
体
に
加
え
て
、

「尚
家
庭
の
和
楽
と
言
ふ
も
の
が
ど
れ
だ
け
安
全
に
効
果
あ
る
か
と
言
ふ
処
に
思
ひ
を
致
し
、

又
事
業
主
も
出
来
得
る
限
り
労
働
関
係
の
不
平
と
論
争
と
を
除
去
す
る
こ
と
に
努
め
、
然

し
て
事
業
主
、
職
工
、
家
庭
と
こ
の
三
つ
の
も
の
が
三
位

一
体
と
な

っ
て
安
全
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
し
て
全
く
安
全
を
得
れ
ば
物
の
見
事
に
労
資
協
調
は
行
な
わ
れ

産
業
は
発
展
し
国
家
の
資
力
は
増
大
す
る
事
は
少
し
も
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
」

と
、
家
庭
も
加
わ

っ
た
三
位

一
体
説
が
登
場
す
る
。
第
二
期
で
、
「安
全
は
家
庭
よ

り
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
生
活
改
善
活
動
を
通
し
て
資
本
の
介
入
を
受
容
し
て
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き
た
家
庭

(労
働
者
家
族
)
で
あ
る
が
、
第
四
期
に
至

っ
て
、
資
本
と
労
働
者
と
な

ら
ん
で
国
家

の
た
め
の
安
全
運
動
に
組
み
込
ま

れ
て
い
く
。

「我
国
の
国
運
隆
昌
の
蔭
に
は
産
業
経
営
者
の
不
断
の
努
力
と
平
和
の
戦
士
た
る
労
働
者
が

血
と
汗
の
奮
闘
を
し
て
居
る
事
実
を
考
え
ら
れ
、
其
の
幸
福
と
安
全
の
為
に
は
国
民
全
般

が
協
力
と
援
助
と
を
与

へ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
…
事
業
主
、
労
働
者
は
勿
論
の
こ
と

各
家
庭
の

一
員
に
至
る
ま
で
七
月

一
日
か
ら

一
週
間
全
国
安
全
週
間
の
挙
行
せ
ら
る
る
国

家
的
意
義
を
十
分
認
識
し
て
之
に
御
協
力
御
援
助
を
賜
は
り
ま
す
様
…
」

と
、
安
全
運
動
は
資
本
と
労
働
者
に
の
み
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
な
く
、
家
庭
の

一
員

に
至
る
ま
で
国
家
的
意
義
を
認
識
し
た
上
で
協

力
す
る
よ
う
要
請
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の

「協
力
」
「援
助
」
は
、
第
二
期
の
炭
鉱
主
婦
会
に
よ
る
生
活
改
善
活
動

の
よ
う
な
家
庭
内
か
ら
の

「協
力
」
「援
助
」
で
は
な
く
、
女
性
が
生
産
労
働
に
従
事

す
る

「協
力
」
「援
助
」

へ
と
発
展
す
る
。
炭
鉱

の
女
性
労
働
者
に
お
い
て
は
、

一
九

三
九

(昭
和

一
四
)
年
の
厚
生
省
令
の
改
正
に
よ
り
生
産
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
で

あ
る
。

一
九
二
八

(昭
和
三
)
年

の
鉱
夫
労
役

扶
助
規
則
改
正
に
よ

っ
て
坑
内
労

働

・
深
夜
業
禁
止
の
た
め
生
産
労
働
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
女
性
労
働
者
が
、
戦
時

体
制
の
下
、
再
度
坑
内
労
働
に
従
事
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
家
庭

の

一
員
に
過
ぎ
な
か

っ
た
女
性
が
、
安
全
運
動

の
当
事
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
さ

に
、
国
家
の
た
め
の
、
資
本
と
労
働
者
と
家
庭

の
三
位

一
体
に
よ
る
安
全
運
動
と
い

え
よ
う
。

結

論

四

つ
の
時
期
区
分
に
お
け
る
安
全
運
動
の
特
徴
を
、
第

一
期
は
国
家
か
ら
資
本

へ

の
安
全
運
動
啓
蒙
期
、
第
二
期
は
資
本
か
ら
労
働
者

へ
の
安
全
運
動
発
展
期
、
第
三

期
は
過
渡
期
と
じ
て
の
労
働
者
の

「自
発
的
」
安
全
運
動
期
、
第
四
期
は
国
家
か
ら

資
本
と
労
働
者

へ
の
安
全
運
動
変
質
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

第

一
期
は
、
国
家
が
米
国

・
英
国
な
ど
の
安
全
運
動
を
さ
か
ん
に
紹
介
し
て
い
る
。

当
該
期
の
安
全
運
動
の
目
的
は
、
災
害
防
止

・
労
働
衛
生

の
改
善

・
福
利
増
進
の
三

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
務
省
社
会
局
が
意
図
し
て
い
る
労
資
協
調
と
労
働
者
保
護

を
十
分
満
た
す
目
的
で
あ

っ
た
。
ま
た
内
務
省
は
、
安
全
運
動
普
及
の
た
め
に
、
資

本
に
む
け
て
安
全
係

・
安
全
委
員
会
の
設
置
を
奨
励
し
て
お
り
、
具
体
的
方
法
と
し

て
は
物
的
方
策

・
人
的
方
策
を
提
唱
し
て
い
る
。
物
的
方
策
は
設
備

の
改
善
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
い
う
人
的
方
策
と
は
、
「適
材
適
所
」
と
い
う
労
働
者
の
配
置
の
こ
と
で
、

能
率
増
進
に
基
づ
く
考
え
で
あ
る
。
労
資
協
調
を
目
的
と
し
労
働
者

の
適
切
な
配
置

を
う
な
が
す
国
家
か
ら
資
本

へ
の
安
全
運
動
で
あ
る
。

第
二
期
は
、
鉱
山
に
お
け
る
安
全
運
動
推
進
体
と
し
て
日
本
鉱
山
協
会

の
設
立
と
、

各
鉱
山
に
お
け
る
安
全
委
員
会
の
普
及
と
い
う
安
全
運
動
の
発
展
期
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
福
岡
県
能
率
協
会
も
設
立
さ
れ
、
県
下
で

「無
駄
ナ
シ
週
間
」
の
取
り
組
み
も

行
な
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
炭
鉱
資
本
が
合
理
化
を
進
め
る
中
で
安
全
運
動
を
取
り
入

れ
た
時
期
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
資
本
は
能
率
増
進
を
主
要
な
目
的
と
し
て
、
能
率
増

進
↓
機
械
化
↓
安
全
運
動
↓
労
資
の
意
思
疎
通
と
い
う
連
環
の
中

で
安
全
運
動
を
推

進
し
た
。
故
に
労
働
災
害
に
よ
る
損
失
は

「労
使

の
利
害
相

一
致
す
る
」
と
し
て
労

資
協
調
か
ら
労
資

一
体

へ
と
労
働
者

の
統
制
を
強
化
す
る
。
そ
し
て
労
働
災
害

の
要

因
は
、
労
働
者
の
不
注
意

・
不
摂
生
に
あ
る
と
さ
れ
、
労
働
者

の
生
活
領
域
-

家

庭
に
ま
で
資
本
は
介
入
す
る
。
「安
全
は
家
庭
よ
り
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
そ
の
こ

と
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
当
該
期
は
、
資
本
が
安
全
運
動
の
推
進
者
に
な
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
能
率
増
進
が
主
要
な
目
的
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
労
働
者
統
制
が

強
化
さ
れ
、
労
資
協
調
か
ら
労
資

一
体
、
労
働
者

の
私
的
領
域
-

家
庭

へ
の
介
入

を
特
徴
と
す
る
資
本
か
ら
労
働
者

へ
の
安
全
運
動
期
と
い
え
る
。
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第
三
期
は
、
労
働
者
に
よ
る

「自
発
的
」
安
全
委
員
会
の
再
編
、
「考
案
制
度
」
に

見
ら
れ
る
よ
う
な

「自
発
的
」
能
率
増
進
運
動

が
展
開
す
る
。

こ
こ
で
い
う

「自
発

的
」
は
、
労
働
災
害
の
要
因
を
労
働
者
に
転
嫁
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
会
社
の

た
め
、

一
家

の
た
め
、
国
家

の
た
め
に
尽
す
と

い
う
擬
制
的
自
発
性
で
も
あ
る
。
し

か
し

「自
発
的
」
を
提
唱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
運
動
や
能
率
増
進
運
動
は
広
く

労
働
者
層
に
浸
透
す
る
契
機
と
な
り
、
「全
従
業

員
を
以
て
組
織
」
さ
れ
る
安
全
委
員

会
な
ど
、
労
働
者
組
織
の
再
編
成
を
も
た
ら
し
た
。

第
四
期
は
、
「非
常
時
」
を
背
景
と
し
て

「国
家

の
た
め
」
の
産
業
と
な
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
能
率
増
進

・
災
害
防
止
と
い
う
安
全
運
動

の
目
的
も
す
べ
て

「国
家
の
た

め
」
の
も
の
と
位
置
つ
く
の
で
あ
る
。
工
場
は

「国
家

の
工
場
」
と
な
り
労
働
者
は

「国
家

の
労
働
者
」
と
な
る
た
め
、
国
家
か
ら
資

本
と
労
働
者

へ
の
安
全
運
動
と
な

る
。

こ
こ
で
は
国
家
か
ら
み
た
労
資

一
体
と
な

る
の
で
あ
る
。
「国
家
の
た
め
」
と
い

う
大
義
名
分
の
た
め
、
労
働
者
と
資
本
に
家
庭

も
加
わ
り
三
位

一
体
に
よ
る

「国
家

の
た
め
」
の
安
全
運
動
が
推
進
さ
れ
る
。
家
庭

の

一
員
た
る
女
性
も
生
産
労
働

に
進

出
し
、
安
全
運
動
の
当
事
者
と
な
る
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
国
家
に
よ
る
安
全
運
動

の
変
質
期
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
検
討
課
題
と
し
た
日
本
型
合
理
化
に

つ
い
て
言
及
す
る
な
ら
ば
、
能
率
増

進
↓
機
械
化
↓
安
全
運
動
↓
労
資
の
意
思
疎
通
と

い
う
連
環
の
も
と
、
①
機
械
化
に

よ
る
人
員
整
理
、
②
安
全
競
争
等
に
よ
る
労
働
強
化
、
③

「自
発
的
」
安
全
委
員
会

と
い
う
労
働
者
組
織
の
再
編
が
行
わ
れ
た
と
い
え

る
。
①
は
大
手
炭
鉱
に
お
い
て
の

み
可
能
で
あ
る
と
い
う
留
保
も
あ
る
が
、
能
率
増
進
-
産
業
合
理
化
ー
が
こ
の
よ
う

な
労
働
者
の
統
制

・
労
働
強
化
を
と
も
な
う
こ
と
は
明
ら
か
で
、
炭
鉱
資
本
に
お
い

て
は
日
本
型
合
理
化
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
「国
家
か
ら
の
安
全
運
動
」
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
安
全
運
動

の
構
造
と

展
開
を
明
ら
か
に
し
た
。
安
全
運
動
は
国
家
か
ら
資
本

へ
の
啓
蒙

の
後
、
能
率
増
進

ー
産
業
合
理
化
1
の

一
環
と
し
て
資
本
か
ら
労
働
者

へ
普
及

・
浸
透
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
安
全
運
動
の
目
的
が

「国
家
奉
公
」
・
「報
国
産
業
」
と
な

る
こ
と
に
よ

っ
て
国
家
主
義
的
運
動

へ
と
変
質
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
。
こ
の
よ
う

な
安
全
運
動
の
変
質
過
程
は
ま
た
、
国
家
と
資
本
に
よ
る
労
働
者
教
化
の
過
程
で
も

あ

っ
た
。荻

野
喜
弘

「戦
前
期
日
本
の
安
全
運
動
と
炭
鉱
」『
産
業
経
済
研
究
』
第

一
九
巻
、
第

四
号
、

一
九
七
九

高
橋
衛

「科
学
的
管
理
法
と
産
業
合
理
化
」
『福
山
大
学
経
済
学
論
集
』
第
二
〇
巻
、

第

一
・
二
合
併
号
、

一
九
九
五

・
一
二

山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
岩
波
書
店
、

一
九
三
四
、

P
一
六
八
～

一
六
九

加
藤
幸
三
郎

「三
池
炭
礦
に
お
け
る
日
本
型
合
理
化
の
特
質
1
『
昭
和
七
年
度
労
務

者
教
育
実
施
概
要
』
を
手
掛
か
り
に
ー
」
『
労
働
組
合
運
動
の
現
代
的
課
題
』
黒
川
俊

雄

・
佐
野
稔

・
西
村
諮
通
編
、

一
九
八
三
、
未
来
社

前
掲
、
高
橋
衛

「科
学
的
管
理
法
と
産
業
合
理
化
」

吉
阪
俊
蔵

「講
演

安
全
週
間
に
就
て
」『
産
業
福
利
』
第
三
巻
、
第
五
号
、

一
九
二

八
、
産
業
福
利
協
会

元
逓
信
次
官

・
台
湾
総
督
を
歴
任
、
初
代
の
日
本
能
率
聯
合
会
会
長
で
も
あ
る
。

蒲
生
俊
文

『安
全
運
動
三
〇
年
』
、

一
九
四
二
、
奨
工
新
聞
社

一
九

一
四

(大
正
三
)
年
、
蒲
生
俊
文
は
会
社
の
庶
務
課
長
の
時
、
同
僚
の
災
害
事

故
死
に
遭
遇
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に
安
全
運
動
を
は
じ
め
、
翌
年
、
「機
械
技
師
、
電

気
技
師
、
生
理
学
者
、
心
理
学
者
、
建
築
技
師
」
及
び
工
場
長
な
ど
を
も

っ
て
安
全

委
員
会
を
組
織
し
た
と
あ
る
。
以
後
、
内
務
省
嘱
託
か
ら
産
業
福
利
協
会
理
事

・
協
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調
会

常

務

理
事

・
大

日
本
産

業

報

国
会

労

務

局
安

全

部
長

を

経
、

一
貫

し

て
安

全

運

動

の
普

及
推
進

を
行

な

っ
た
。

前

掲
、

蒲
生

俊
文

『
安

全
運

動

三
〇
年
』

「巻
頭

言
」
『
産
業

福
利
』
第

四
巻
、

第

五
号

、

一
九

二
九

前

掲
、

荻

野
喜

弘

「戦

前
期

日
本

の
安

全

運
動
と

炭
鉱

」

「第

三
回
講

習
会

聴
講

者
氏

名
」
『
産
業

福
利
』
第

二
巻

、
第

一
二
号
、

一
九

二
七

「
日
本

能
率

研
究

会
規

則
」
『
能
率

研
究

』
第

一
巻

、

一
九

二
三

・
七

・
一
五
、

日
本

能

率
研

究
会

(奥

田
健

二

・
佐

々
木

聡

編

『
日
本

科
学

的
管

理
史

資
料

集
』
、

一
九
九

五
、

五
山
堂

書
店

に
収

録
)

「謹
デ

復

興
第

一
年

ノ
新
春

ヲ
賀

シ
会

員
各

位

ノ
御
健

勝

ヲ
祈

ル
」
『
能

率
研

究
』
第

二
巻
、

一
九

二
四

・
一

・
一
五

「各

地
能

率

展
覧

会

」
『
能

率
研

究
』
第

一
巻

、

一
九

二
三

・
七

・

一
五

『
産

業
福

利
』
は

一
九

二
六

(大

正

一
五
)
年

か
ら

一
九

四
〇

(昭
和

一
五
)
年

ま

で

の
刊

行
だ

が
、

初
年
度

一
九

二
六
年
度

分

は
欠
落

。

蒲

生
俊

文

訳

「安

全
委

員
会

(其

の
三
)
」
『
産

業
福

利
』
第

二
巻

、
第

一
号

、

一
九

二
七蒲

生
俊

文

「安

全
週

間

の
使
命

と
安

全

運
動

に
於
け

る
其

位
置

」
『
産

業
福

利
』
第

二

巻

、
第

九
号
、

一
九

二
七

同
右

増

田
幸

一

「適
材

適
所

論

」『
能
率

研
究

』
第

一
巻
、

一
九

二
三

・
七

・
一
五

「目
的

に
協

力

せ
よ
」
『
鑛

山
講
話

』
第

二
冊
、

日
本
鑛

山
協
會

、

一
九

二
八

「全

国
安
全

週

間
趣
意

書
」
『
産
業

福
利
』
第

三
巻

、
第

六
号
、

一
九

二
八

「第

一
回
全

国
安

全

週
間

に
関
す

る
報

告
」
『
産
業
福

利
』

第

四
巻
、

第

九
号
、

一
九

二
九

「彙

報

安

全

週
間
実

施

日
次
計

画
書

案

」
『
産
業

福
利

』
第

四
巻

、
第

九
号

、

一
九

二
九「福

岡
県

能
率

協
會

生

る
」
『
産
業

能

率
』
第

一
巻

、

一
九

二
八

・
九

・

一
、

日
本

能

率
聯

合
會

編
輯

(奥

田
健

二

・
佐

々
木

聡
編

『
日
本
科

学
的

管

理
史

資
料

集
』
、

一
九

九
五

、

五
山
堂
書

店

に
収
録

)

「
日
本
能

率

聯
合
會

規
約

」
『
能

率
研

究
』
第

五
巻

、

一
九

二
七

・

一
二

・
一
五

「福

岡

県
職

(組
)
長
講

習
会

」
『
能
率

研
究

』
第

五
巻

、

一
九

二
七

・
九

・

一
五

前

掲
、
「福
岡

県
能

率
協
會

生

る
」
『
産
業

能
率
』
第

一
巻
、

一
九

二
八

・
九

.
一

「福

岡

縣
能
率

協
會

」
『
産

業
能

率
』
第

三
巻
、

一
九

三
〇

・
一
.

一

「
三
池

四
山
坑

に
於
け

る
節

約
展
覧

會

」
『
彙

報
』
第

七
号

、

一
九

三
〇

・
四

・
二

五
、

三
井
鑛

山
調
査

部

「三
井

田
川
鑛
業

所

安
全

委
員

會
規

則

及
安

全

運
動
規

定
」

『
産

業
福

利
』

第

四
巻
、

第

一
〇

号
、

一
九

二
九

「安
全

委
員
會

状

況
報

告
」
『
日
本

鉱
山
協

会
資

料
』

第

二
十

一
輯
、

一
九

三
〇

、

日

本

鉱
山

協
会

「鉱

山
安
全

デ
ー

実
施

の
概

況

及
其

の
成
績

」
『
産
業

福

利
』
第

三
巻

、
第

六
号

、

一

九

二
八

「炭

山
概

況
」
『
筑

豊

石
炭
鉱

業
組

合

月
報
』
第

三

〇
五

号
、

一
九

二
九
、

筑
豊

石
炭

鉱

業
組

合

「炭

山
概

況
」
『
筑

豊

石
炭
鉱

業

組
合

月
報
』
第

二
八

四
号
、

一
九

二
八

「
三
池

に
於
け

る

ミ
シ

ン
内

職

の
状

況
」
『
彙

報
』

第
六

号
、

三
井
鑛

山

調
査
部

一
九

三
〇

・
四

・

一
五

「
三
池

四
山
坑

安
全

週
間
援

助
デ

i

」
『
彙

報
』
第

二

一
号
、

三
井

鑛
山

調
査

部

一
九

三

一

・
一
・

一
五

一26一



詳
し
く
は
拙
稿

「安
全
運
動
に
お
け
る
炭
鉱
資
本
の
教
化
活
動
の
展
開
-
炭
鉱
主

婦
会
に
よ
る
生
活
改
善
活
動
を
中
心
に
ー
」
『
日
本
社
会
教
育
学
会
紀
要
』
N

o
・
三

九
、
二
〇
〇
三
参
照

北
岡
壽
逸

「全
国
安
全
週
間
に
就
て
」『産
業
福
利
』
第
四
巻
、
第

=

号
、

一
九
二
九

「安
全
標
語
」『筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
第
二
八
四
号
、

一
九
二
八

斎
藤
大
助

「足
尾
銅
山
の
安
全
月
間
に
就
い
て
」
『
産
業
福
利
』
第
四
巻
、
第
九
号
、

一
九
二
九

吉
阪
俊
蔵

「安
全
週
間
に
就
て
」
(講
演
)
『
産
業
福
利
』
第
三
巻
、
第

一
号
、

一
九

二
八『

三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
』
巻

一
五
、
三
井
文
庫
所
蔵

『
三
池
鑛
業
所
沿
革
史
』
第
六
巻
、
保
安
課
二
、
三
井
文
庫
所
蔵

前
掲

『三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
』
巻

一
五
、
三
井
文
庫
所
蔵

前
掲

『三
池
鑛
業
所
沿
革
史
』
第
六
巻
、
保
安
課
三
、
三
井
文
庫
所
蔵

前
掲

『三
池
鑛
業
所
沿
革
史
』
第
六
巻
、
保
安
課
四
、
三
井
文
庫
所
蔵

丹
羽
七
郎

「全
国
安
全
産
業
大
会
開
会
の
辞
」
『産
業
福
利
』
第
七
巻
、
第

一
二
号
、

一
九
三
二

「全
国
産
業
安
全
大
会
提
案
事
項
理
由
」
『産
業
福
利
』
第
七
巻
、
第

=

号
、

一
九

三
二
、
提
案
理
由
は
省
い
た

前
掲
『
三
池
鑛
業
所
沿
革
史
』
第
六
巻
、
保
安
課
二
、
三
井
文
庫
所
蔵

「鑛
山
模
範
従
業
員
表
彰
事
績
」『鑛
山
講
話
』
第
四
七
冊
、

一
九
三
三

渡
辺
徳
次

「従
業
員
考
案
制
度
二
就
テ
」『産
業
能
率
』
第
六
巻
、

一
九
三
三

・
七

・
一

同
右

「筑
豊
主
要
炭
鉱
夫
座
談
会
」『鑛
山
講
和
』
第
四
九
冊
、

一
九
三
三

福
田
政
記

「開
会
の
辞
」『鉱
山
講
和
』
日
本
鉱
山
協
会
、
第
四
九
冊
、

一
九
三
三

「住
友

鑛
業

K
.

K
.
炭
業

所
忠

隈
磧

業
部

」
・
「
日
本

製
鉄

K
.

K
.

二
瀬

鑛
業

所
」

『
西

日
本

に
於

け

る
産
業

福
利

施

設
』
協

調
会

、

一
九
三

八

「蔵
内

鑛
業

K
.

K
.
」
同
右

「協

調
會
産

業
福

利
部

の
新

設
」
『
産
業

福
利

』
第

一
一
巻

、
第

五

号
、

一
九

三
六

蒲

生
俊

文

「非
常

時

局
と

工
業

人

の
自
覚

」
『
産

業
福

利
』

第

一
二
巻

、
第

一
〇

号
、

一
九
三

七

蒲

生
俊

文

「所
謂

新
体

制

の
基
本

観
念

と
産
業

人

の
自
覚

」
『
産

業
福

利
』
第

一
五
巻

、

第

一
〇

号
、

一
九

四
〇

蒲

生
俊

文

「精

神
運

動
と

し

て

の
我
邦

安
全

運
動

」
『
産
業

福
利

』
第

=

巻
、

第

三

号
、

一
九

三
六

「
国
家

非
常
時

二
処

ス
ル
吾

人

ノ
覚
悟

」
『
産
業

能
率
』
第

九
巻
、

一
九

三
六

・
六

・
一

「巻

頭

言
」
『
産

業
能

率
』
第

一
〇
巻

、

一
九

三
七

・
七

・

一

「無

駄
ナ

シ
週
間
全

国
的

二
拡

大
」
『
産
業

能
率
』
第

一
〇
巻
、

一
九
三

七

・
一
一

・
一

「非

常
時

局

二
対

ス
ル
宣

言
」
『
産
業

能
率

』
第

一
〇
巻

、

一
九

三
七

・
人

・

一

「全

国
安

全
週

間

ノ
実
施

」
『
産
業

能

率
』
第

=

巻
、

一
九

三

八

・
七

・
一

「
日
本

能
率
協
會

ノ
創

立

ニ
ツ
イ

テ
」
『
産

業
能
率

』
第

一
五
巻
、

一
九

四
二

・
四

・

一

蒲

生
俊

文

「安
全

委
員

会

の
効
果
的

運

用
」
『
産
業

福
利

』
第

一
二
巻

、
第

二
号

、

一

九
三

七
「住

友
鑛

業

K
.

K
.
炭
業

所
忠

隈
磧

業
部

」
・
「蔵
内

鑛
業

K
.

K
.
」
な

ど
は

一
九

三
四

(昭

和
九

)
年

よ

り

「全

従
業

員

」
を

も

っ
て
組
織

し

て

い
る
。
(『
西

日
本

に
於

け

る
産
業

福
利

施

設
』
協

調
会

、

一
九
三

八
)

『
再

版
大

之
浦

第
三
磧

誌
』

一
九

五
三

(
「再
版

の
辞
」
は
杵

島
廉

、
同

書

は

「
昭
和

一
五
年

一
二
月

三
〇

日
完
成

」
と
あ

る
)

吉
武

恵
市

「安

全
運

動

の
組
織

化
」
『
産

業
福

利
』
第

=

巻

、
第

一
号
、

一
九
三

六
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木

村
清

一

「産

業
災
害

の
防

止

と
全

国
安
全

週

間
」
『
産
業

福
利

』
第

一
二
巻

、
第

八

号
、

一
九

三
七

高

木
浅

之
助

「忠

君
愛

国

と
安

全
運

動
」
『
産

業
福
利

』
第

一

一
巻

、
第

一
号

、

一
九

三
六前

掲
、

木
村

清

一

「産
業

災
害

の
防

止

と
全

国
安
全

週
間

」
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